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数数  学学  

 
数Ｄ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

(1) 直線 lは点  2P , 3a a を通るので，傾きをmとして， 

   23y m x a a    

とおける。これが Cに接するから，  

  2 23x m x a a    ⇔ 2 23 0x mx am a     …① 

が重解をもつ。よってこの方程式の判別式を Dとして， 

  2 24 3 0D m am a      ∴   2 6 0m a m a    

 0a  ， 0m   より， 
 6m a  
 よって，lは 
 26 9y ax a   …（答） 
 
(2) Q の x座標は 6m a  のときの方程式①の重解で， 

 3
2
mx a    ∴  2Q 3 , 9a a  …（答） 

 
【(1)と(2)の（別解）】 
(1) 2y x  について， 2y x   だから， x t  における，Cの接線は 

    22y t x t t     ∴ 22y tx t   

 これが  2P , 3a a  を通るとき， 

 2 23 2a ta t    ⇔ 2 22 3 0t at a    

 ⇔   3 0t a t a    

 0a   で，傾き 2tが正であることから 
 3t a  
 よって，lは 
 26 9y ax a   …（答） 
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(2)  (1)の過程により， 

   2Q 3 , 9a a  …（答） 

 
(3)  l と x 軸の交点の x 座標は 

 20 6 9ax a    ∴ 
3
2

x a  

 よって，右図において，図形 OQR で，Q から x 軸に垂線

QH を下ろすと，求める面積 S は 

 
3 2
0

QRH
a
x dx  △  

 
3 3

3 2 3

0

1 1 3 273 9 9
3 2 2 4

a ax a a a a             
 

 
39

4
a

 …（答） 
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〔Ⅱ〕 

 
11

1
x t

x
  


 …（＊＊）のとき， 

  
 

2
2 2

2
1 11 1 2 2

11
x x t

xx
          

 

 次に， 
 4 3 210 35 50 25x x x x     

            4 3 21 1 10 1 1 35 1 1 50 1 1 25x x x x              

                4 3 2 3 21 4 1 6 1 4 1 1 10 1 3 1 3 1 1x x x x x x x                 

        235 1 2 1 1 50 1 1 25x x x          

        4 3 21 6 1 11 1 6 1 1x x x x          

 よって， 

 （＊）⇔        4 3 21 6 1 11 1 6 1 1 0x x x x          

 この両辺を  21x   で割ると， 

    
 

2
2

6 11 6 1 11 0
1 1

x x
x x

      
 

 

 よって， 

  
 

2
2

1 11 6 1 11 0
11

x x
xx

         
 

 （＊＊）より， 

 2 6 9 0t t     ∴  23 0t     ∴ 3t   

 ∴ 11 3
1

x
x

  


  ∴    21 3 1 1 0x x      

 よって， 

 3 51
2

x 
    ∴ 

5 5
2

x 
  

  ∴ 5 5
2

x 
 ，

5 5
2
  
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解答 

① 2 2t   ② 6 ③ 11 ④ 3 

⑤ 5 5
2
  ⑥ 5 5

2
      
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〔Ⅲ〕 
 9log logx yt y x   

 
1log

logx
y

y
x

  であるから， 

 9 log
log y

y
t x

x
    ∴  2log log 9 0y yx t x    

 6t    のとき， 

  2log 6log 9 0y yx x     ∴  2log 3 0y x    

 ∴ log 3y x    
 10t   のとき， 

  2log 10log 9 0y yx x     ∴   log 1 log 9 0y yx x    

 ∴ log 1y x  ，9 
 9log logx yy x t  ，9log log 9x yy x  であるから， 0x  ， 0y  ， 1x  ， 1y   のとき，9logx y，
log y x は uの 2 次方程式 

 2 9 0u tu    …(ⅰ) 
の実数解である。  
 ∴ 2 4 9 0t   ≧   ∴ 6t ≦ ，6 t≦  
 1x  ， 1y   のとき，9log 0x y  ， log 0y x   であるから， 6t≧  

 4x y ， 1y   のとき， log 4y x  ，
90 9log
4x y   だから，(ⅰ)が 4u   と 90

4
u   に 1

つずつ解をもつような tの範囲を求めればよい。 

   2 9f u u tu    として，求める条件は 

  4 25 4 0f t   ， 2
9 9 25 9 0
4 4 4

f t     
 

    ∴ 25
4

t   

解答 

① 3  ② 1，9 ③ 9 ④ 6  

⑤ 6 ⑥ 6t≧  ⑦ 25
4

t     

 
以上 
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〔Ⅲ〕 
 9log logx yt y x   

 
1log

logx
y

y
x

  であるから， 

 9 log
log y

y
t x

x
    ∴  2log log 9 0y yx t x    

 6t    のとき， 

  2log 6log 9 0y yx x     ∴  2log 3 0y x    

 ∴ log 3y x    
 10t   のとき， 

  2log 10log 9 0y yx x     ∴   log 1 log 9 0y yx x    

 ∴ log 1y x  ，9 
 9log logx yy x t  ，9log log 9x yy x  であるから， 0x  ， 0y  ， 1x  ， 1y   のとき，9logx y，
log y x は uの 2 次方程式 

 2 9 0u tu    …(ⅰ) 
の実数解である。  
 ∴ 2 4 9 0t   ≧   ∴ 6t ≦ ，6 t≦  
 1x  ， 1y   のとき，9log 0x y  ， log 0y x   であるから， 6t≧  

 4x y ， 1y   のとき， log 4y x  ，
90 9log
4x y   だから，(ⅰ)が 4u   と 90

4
u   に 1

つずつ解をもつような tの範囲を求めればよい。 

   2 9f u u tu    として，求める条件は 

  4 25 4 0f t   ， 2
9 9 25 9 0
4 4 4

f t     
 

    ∴ 25
4

t   

解答 

① 3  ② 1，9 ③ 9 ④ 6  

⑤ 6 ⑥ 6t≧  ⑦ 25
4

t     

 
以上 
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〔Ⅲ〕 

(1)      
1 1 1 1

3 2 3 1 3 3 2 3 1 2k k k k
    

      
 

であるから， 

 
  

100

1

1 1 1 1 1 1 11
3 2 3 1 3 4 4 7 298 301k k k

                          
   

 1 1 1001
3 301 301
    
 

 …（答） 

 

(2)        1

1 1
1 2 1 2 3

n

k k k k k k k

   
      

  

 
      

1 1 1 1 1 1
1 2 3 2 3 4 2 3 4 3 4 5 1 2 1 2 3n n n n n n

                                  
  

 
   

1 1
6 1 2 3n n n

 
  

 …（答） 

 

(3)    1

1
1 2 3

n

n
k

S
k k k k


    

 
      1

1 1 1
3 1 2 1 2 3

n

k k k k k k k

    
      

  

 
   

1 1 1
3 6 1 2 3n n n
    

    
 

 
   

1 0
1 2 3n n n


  

 であるから，すべての自然数 nに対して，
1

18nS   

 また， 

 3
1 1 1 19 19 1
3 6 4 5 6 360 361 19

S         
 

であるから， 19m≧  のときは，
1

nS m
≧  となる nが存在する。 

 したがって，すべての自然数 nに対して 1
nS m
  を満たす最大のmは 18  …（答）である。 

 
以上 
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数数  学学  

 
数Ｓ問（2 月 2 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

 直線 の方向ベクトルは  cos , sin   だから，法線ベクトルは  sin , cos  。よって，原点

を通ることに注意して， の方程式は 
 sin cos 0x y       

 よって， 

 
 2 2

sin 2 cos 0 2 sin
sin cos

s  


 

   
 

 
  ∴ 2 24sins   

 同様に， 

 
 

 2 2

sin 1 cos 3
sin 3cos

sin cos
t

 
 

 

    
   

 
 

 ∴ 2 2 2sin 6sin cos 9cost        
 よって， 
 2 2 2 25sin 6sin cos 9coss t         

 1 cos2 1 cos25 3sin2 9
2 2

  
      

 3sin2 2cos2 7     
 したがって， 

  2 2 13sin 2 7s t       

 0  ≦  より， 2 2      ≦  であるから， 2 2s t の最小値は 

 13 7   
 
解答 

① 4 ② 6 ③ 9 ④ 3 

⑤ 2 ⑥ 7 ⑦ 13 7     
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〔Ⅱ〕 

   OP 1 s a 
 

，  OQ 1 t b 
 

 

 uを実数として， 

  OR 1 OP OQu u  
  

 

     1 1 1u s a u t b    
 

 

 R は AB 上の点だから， 

     1 1 1 1u s u t      

  1 1s u s t      ∴ 
su

s t



  ∴ 

   1 1
OR

t s s t
a b

s t s t
 

 
 

  
 

 このとき，    AR : RB 1 : 1s t t s    だから， AR : RB 3 : 8  より， 

    1 : 1 3 : 8s t t s     ∴    8 1 3 1s t t s     ∴ 
3

11 8
ts
t




 

 tが整数で，sが 2 以上の整数の逆数であるための条件は kを 2 以上の整数として， 

 11 8 3t k t     ∴  3 11 8k t   

 0t   より， 4k≧  で，tは 8 の約数。 

 4k   のとき 8t  ， 5k   のとき 2t   
 また， 

 6k   のとき 8
7

t  ， 7k≧  のとき 1t    

だから， 6k≧  のとき，tが整数になることはない。したがって，求める  ,s t は 

   1, , 8
4

s t    
 

，
1 , 2
5

 
 
 

 

 
解答 

① 1 s  ② 1 t  ③  1t s  ④  1s t  

⑤ 
1 , 8
4

 
 
 

，
1 , 2
5

 
 
 

       

O 

A 
B 

P 

Q 

R 
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数数  学学  

 
数Ｓ問（2 月 2 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

 直線 の方向ベクトルは  cos , sin   だから，法線ベクトルは  sin , cos  。よって，原点

を通ることに注意して， の方程式は 
 sin cos 0x y       

 よって， 

 
 2 2

sin 2 cos 0 2 sin
sin cos

s  


 

   
 

 
  ∴ 2 24sins   

 同様に， 

 
 

 2 2

sin 1 cos 3
sin 3cos

sin cos
t

 
 

 

    
   

 
 

 ∴ 2 2 2sin 6sin cos 9cost        
 よって， 
 2 2 2 25sin 6sin cos 9coss t         

 1 cos2 1 cos25 3sin2 9
2 2

  
      

 3sin2 2cos2 7     
 したがって， 

  2 2 13sin 2 7s t       

 0  ≦  より， 2 2      ≦  であるから， 2 2s t の最小値は 

 13 7   
 
解答 

① 4 ② 6 ③ 9 ④ 3 

⑤ 2 ⑥ 7 ⑦ 13 7     

 

2025 年度 数Ｓ問（2 月 2 日実施分） 解答過程 

 3

〔Ⅱ〕 

   OP 1 s a 
 

，  OQ 1 t b 
 

 

 uを実数として， 

  OR 1 OP OQu u  
  

 

     1 1 1u s a u t b    
 

 

 R は AB 上の点だから， 

     1 1 1 1u s u t      

  1 1s u s t      ∴ 
su

s t



  ∴ 

   1 1
OR

t s s t
a b

s t s t
 

 
 

  
 

 このとき，    AR : RB 1 : 1s t t s    だから， AR : RB 3 : 8  より， 

    1 : 1 3 : 8s t t s     ∴    8 1 3 1s t t s     ∴ 
3

11 8
ts
t




 

 tが整数で，sが 2 以上の整数の逆数であるための条件は kを 2 以上の整数として， 

 11 8 3t k t     ∴  3 11 8k t   

 0t   より， 4k≧  で，tは 8 の約数。 

 4k   のとき 8t  ， 5k   のとき 2t   
 また， 

 6k   のとき 8
7

t  ， 7k≧  のとき 1t    

だから， 6k≧  のとき，tが整数になることはない。したがって，求める  ,s t は 

   1, , 8
4

s t    
 

，
1 , 2
5

 
 
 

 

 
解答 

① 1 s  ② 1 t  ③  1t s  ④  1s t  

⑤ 
1 , 8
4

 
 
 

，
1 , 2
5

 
 
 

       

O 

A 
B 

P 

Q 

R 
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2025 年度 数Ｕ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 1

  

数数  学学  

 
数Ｕ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 
(1) 

 OD OA AD 
  

 

   
1 1AB
3 3

a a c   
  

 …（答） 

 
(2) 
 △OAB，△OADにおいて 
それぞれ三平方の定理を用いて  

 2 2 2 2OB 3 4 5,OD 4 1 17       

 またBD 2 だから， 
△OBDにおいて余弦定理を用いることにより 

2 2 2OB OD BDcos BOD
2OB OD
 

 


 

     
25 17 4 19 17

852 5 17
 

 
 

 …（答） 

 
(3) 
 弦 AB，弦 OE に対して方べきの定理を用いると 

 OD DE AD DB   より，
AD DB 2DE 17
OD 17


   

 よって
19 19OD : OE 17 : 17 1 :
17 17

  となるから 

 
19 19 19OE OD
17 17 51

a c  
   

 …（答） 

 
【(3) OE の求め方についての別解】 
 △OBE において OB は外接円の直径となるので OEB 90  だから 

 
19 19OE OB cos BOD 5 17 17
85 17

       

  



 





  

2025 年度 数Ｕ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 2

  …  … 

    

  極小 
 

〔Ⅱ〕 
 三角関数の合成により 

 
1 12 sin cos
2 2

t x x 
  

 
2 sin cos cos sin 2sin

4 4 4
x x x           

   
 

 
9

4 4 4
x   ≦ において 1 sin 1

4
x    
 

≦ ≦ より tのとり得る範囲は 2 2t ≦ ≦ である。 

また， 2 2 2sin 2sin cos cos 1 2sin cost x x x x x x      

よりsin cosx xを tを用いて表すと
2 1sin cos
2

tx x 
 となる。 

さらに， 

   33 3sin cos sin cos 3sin cos sin cosx x x x x x x x      

2
3 31 1 33

2 2 2
tt t t t

        

だから， yを tを用いて表すと 
2 2

31 1 3 1 1 12
3 2 2 2 2 2

t ty t t t t          
 

 

 3 21 1 2
3 2
t t t    

となる。 

  2 2 2 1y t t t t       より 2 2t ≦ ≦  

における yの増減の変化は右の表のようになる。 
したがって， yは 1t  のとき最小値をとり， 

2t   のとき
4 2 1
3

y   ， 2t  のとき 4 2 1
3

y     だから 

2t   のとき最大値
4 2 1
3

 をとる。 

yの最大値を与える xの値は 2 2sin
4

x     
 

とすると
3

4 2
x    より

4
x  である。 

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

2  
2 1
2

t   3 21 1 2
3 2
t t t   １ 2  

4 2 1
3

  5
4
  

 
  

2025 年度 数Ｕ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 3

〔Ⅲ〕 
A B は 3 の倍数かつ 5 の倍数だから 1 以上 99 以下の 15 の倍数全体の集合である。 

Aの要素の個数は
99 33
3

  である。 Aの要素は 3ka k と表されるので， 

33

1 1

13 3 33 34 1683
2k

k k
a k

 

      


 

である。 

Bの要素は
99 19.8
5

 より 19 個， A B の要素は
99 6.6
15

 より 6 個あるので 

A B の要素の個数は 33 19 6 46m      
上と同様にBの要素は 5 ,kb k A B の要素は 15kc k と表されるので、 
19 19 6 6

1 1 1 1
5 950, 15 315k k

k k k k
b k c k

   

        

となるから， A B の要素の和は 
33 19 6

1 1 1 1
1683 950 315 2318

m

k k k k
k k k k
x a b c

   

           

である。 
A B の部分集合で，2 個の要素からなるものは 46 個の要素から異なる 2 個を選ぶ組み合わせ

を考えればよいので 46 2C 1035 個あり， A B の要素は整数kを用いて 
15 12,15 10,15 9,15 6,15 5,15 3,15k k k k k k k       
と表されるから，整数aを用いて , 2a a  と表されるものは 

      15 12,15 10 1,2,3,4,5,6,7 , 15 5,15 3 1,2,3,4,5,6k k k k k k       

の場合である。よって全部で7 6 13  （個）ある。 
 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

15 33 1683 46 2318 1035 13 

 

以上 
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  …  … 

    

  極小 
 

〔Ⅱ〕 
 三角関数の合成により 

 
1 12 sin cos
2 2

t x x 
  

 
2 sin cos cos sin 2sin

4 4 4
x x x           

   
 

 
9

4 4 4
x   ≦ において 1 sin 1

4
x    
 

≦ ≦ より tのとり得る範囲は 2 2t ≦ ≦ である。 

また， 2 2 2sin 2sin cos cos 1 2sin cost x x x x x x      

よりsin cosx xを tを用いて表すと
2 1sin cos
2

tx x 
 となる。 

さらに， 

   33 3sin cos sin cos 3sin cos sin cosx x x x x x x x      

2
3 31 1 33

2 2 2
tt t t t

        

だから， yを tを用いて表すと 
2 2

31 1 3 1 1 12
3 2 2 2 2 2

t ty t t t t          
 

 

 3 21 1 2
3 2
t t t    

となる。 

  2 2 2 1y t t t t       より 2 2t ≦ ≦  

における yの増減の変化は右の表のようになる。 
したがって， yは 1t  のとき最小値をとり， 

2t   のとき
4 2 1
3

y   ， 2t  のとき 4 2 1
3

y     だから 

2t   のとき最大値
4 2 1
3

 をとる。 

yの最大値を与える xの値は 2 2sin
4

x     
 

とすると
3

4 2
x    より

4
x  である。 

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

2  
2 1
2

t   3 21 1 2
3 2
t t t   １ 2  

4 2 1
3

  5
4
  
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〔Ⅲ〕 
A B は 3 の倍数かつ 5 の倍数だから 1 以上 99 以下の 15 の倍数全体の集合である。 

Aの要素の個数は
99 33
3

  である。 Aの要素は 3ka k と表されるので， 

33

1 1

13 3 33 34 1683
2k

k k
a k

 

      


 

である。 

Bの要素は
99 19.8
5

 より 19 個， A B の要素は
99 6.6
15

 より 6 個あるので 

A B の要素の個数は 33 19 6 46m      
上と同様にBの要素は 5 ,kb k A B の要素は 15kc k と表されるので、 
19 19 6 6

1 1 1 1
5 950, 15 315k k

k k k k
b k c k

   

        

となるから， A B の要素の和は 
33 19 6

1 1 1 1
1683 950 315 2318

m

k k k k
k k k k
x a b c

   

           

である。 
A B の部分集合で，2 個の要素からなるものは 46 個の要素から異なる 2 個を選ぶ組み合わせ

を考えればよいので 46 2C 1035 個あり， A B の要素は整数kを用いて 
15 12,15 10,15 9,15 6,15 5,15 3,15k k k k k k k       
と表されるから，整数aを用いて , 2a a  と表されるものは 

      15 12,15 10 1,2,3,4,5,6,7 , 15 5,15 3 1,2,3,4,5,6k k k k k k       

の場合である。よって全部で7 6 13  （個）ある。 
 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

15 33 1683 46 2318 1035 13 

 

以上 
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数数  学学  

 
数Ｔ問（2 月 5 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

   3 24 15 12 1f x x x x    を微分すると 

      212 30 12 6 2 1 2f x x x x x        

より増減表は右のようになる。これより 

 f x は
1
2

x  のとき極大値
1 15
2 4

f    
 

をとり， 

2x  のとき極小値  2 3f   をとる。 
3 2 2 22 15 2 3 2 1t t t a        …（＊） 

2tx  とおくと（＊）は 
3 24 15 12 1x x x a     …(＊＊) 

となり，2 0t  より（＊）の解の個数は（＊＊）

の 0x  における実数解の個数と一致する。よ

って（＊）が 2 個の実数解をもつのは  y f x

と y a のグラフより， 3 1a  ≦ または
15
4

a   

のときである。 

 さらに， 1a  のとき 0x  に注意すると  

（＊＊）より 24 15 12 0x x    …（＊＊＊） 

となり，（＊）の 2 解を ,  とおくと（＊＊＊）

の解は2 , 2  と表され，2 次方程式の解と係数

の関係により
122 2 2 3
4

       となるので，（＊）の 2 個の解の和は 2log 3   である。 

 

解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

1
2

 2 3  3  1 15
4

 3 

  

 …



…  …

       

   極大  極小 
 

















のとき



のとき

  とのグラフ



 




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〔Ⅲ〕 

 A の 1 回目と 2 回目のさいころの目を 1 2,a a ，B の 1 回目と 2 回目のさいころの目を 1 2,b b とお

く。 

(1) 11k  とするとき，A が 2 回目のさいころを投げて勝つのは 

1b は任意， 1 2 11a a ≧ より        1 2, 5,6 , 6,5 , 6,6a a   

となるときだから，求める確率は 2
3 1

126
  …(答) 

(2) 6k  とするとき，B が 2 回さいころを投げて勝負がついていないのは 

1 2 1 2,a a b b  がともに 5 以下 

となるときで，このような目の出方は 

                   1,1 , 1,2 , 1,3 , 1,4 , 2,1 , 2,2 , 2,3 , 3,1 , 3,2 , 4,1  

の 10 通りずつあるから，求める確率は 4
10 10 25

3246


  …(答) 

(3) 6k  とするとき，B が 2 回さいころを投げて B が勝つのは 

   1 2 5a a ≦ ， 1 5b≦ かつ 1 2 6b b ≧  

となるときで，(2)より  1 2,a a は 10 通り。 

  1 2,b b は 

     1 1b  のとき 2 5,6b   

     1 2b  のとき 2 4,5,6b   

     1 3b  のとき 2 3,4,5,6b   

     1 4b  のとき 2 2,3,4,5,6b   

     1 5b  のとき 2b は任意 

より，2 3 4 5 6 20     (通り) 

よって，求める確率は 4
10 20 25

1626


  …(答) 

以上 
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数数  学学  
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 
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の 0x  における実数解の個数と一致する。よ

って（＊）が 2 個の実数解をもつのは  y f x

と y a のグラフより， 3 1a  ≦ または
15
4

a   
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 …
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
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



 

2025 年度 数Ｔ問（2 月 5 日実施分） 解答過程 

 2



 （   のとき）

    のとき）

 （       のとき

 

〔Ⅱ〕 

1C は中心が原点，半径 3の円， 2C は中心  2 ,a a ，半径2 2a a の円， 

1C と 2C の中心間の距離は  2 22 5a a a  であり， 

1C と 2C が外接するときのa の値は 5 3 2a a  より 

 3 5 2a    

1C が 2C に内接するとき 5 2 3a a  より 

 3 2 5a    （ 0a  より不適） 

2C が 1C に内接するとき 5 3 2a a  より 

 3 5 2a    

よって， 1C と 2C が異なる 2 点で交わるようなa の範囲は    3 5 2 3 5 2a    である。 

このとき，その 2 つの交点を通る直線 l上の点を  ,x y とすると，  ,x y は 

   2 22 2 23, 2 4x y x a y a a       

を満たすので，これらから 2 2,x y を消去して， lの方程式は 
2

2 34 2 3 2
2

aax ay a y x
a


        

となり，傾きはa の値によらず 2 である。 lの y切片 sは
2 3
2

as
a


 である。 

2 3 1 3
2 2

a a
a a
    

 
とすると， 0a  だから相加平均と相乗平均の不等式より 

3 32 2 3a a
a a

  ≧ (等号は
3a
a

 より 3a  で成立) 

となるので， sは 3a  のとき最小値 3をとる。 
 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

5a  5 2  5 2  2  
2 3
2

a
a
  3  3  
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〔Ⅱ〕 
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1C と 2C の中心間の距離は  2 22 5a a a  であり， 

1C と 2C が外接するときのa の値は 5 3 2a a  より 
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2C が 1C に内接するとき 5 3 2a a  より 

 3 5 2a    

よって， 1C と 2C が異なる 2 点で交わるようなa の範囲は    3 5 2 3 5 2a    である。 

このとき，その 2 つの交点を通る直線 l上の点を  ,x y とすると，  ,x y は 

   2 22 2 23, 2 4x y x a y a a       

を満たすので，これらから 2 2,x y を消去して， lの方程式は 
2

2 34 2 3 2
2

aax ay a y x
a


        

となり，傾きはa の値によらず 2 である。 lの y切片 sは
2 3
2

as
a


 である。 

2 3 1 3
2 2

a a
a a
    

 
とすると， 0a  だから相加平均と相乗平均の不等式より 

3 32 2 3a a
a a

  ≧ (等号は
3a
a

 より 3a  で成立) 

となるので， sは 3a  のとき最小値 3をとる。 
 
解答 
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5a  5 2  5 2  2  
2 3
2

a
a
  3  3  
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数学　　２月６日　全学日程２　�法学部　文学部　経済学部　商学部�
社会学部　政策創造学部　外国語学部�
人間健康学部　総合情報学部　社会安全学部�
ビジネスデータサイエンス学部

〔 I 〕
(1) x2 + y2 − 16 <= 0 は，原点 (0, 0)を中心とし，半径 4 の円の周および内部を表す。
一方，

x2 + y2 − 8x− 4y + 16 >= 0 ⇐⇒ (x− 4)2 + (y − 2)2 >= 4

なので，x2 + y2 − 8x− 4y + 16 >= 0 は，点 (4, 2)を中心として，半径 2 の円周および外
部を表す。これらの共通部分を図示すれば，下図の斜線部（境界を含む）のようになる。

y

x4

−4

4

−4

2

(125 ,
16
5 )

2つの円の交点は，



x2 + y2 − 16 = 0

x2 + y2 − 8x− 4y + 16 = 0
⇐⇒




x2 + y2 − 16 = 0

8x+ 4y − 32 = 0

⇐⇒




x2 + (−2x+ 8)2 − 16 = 0

y = −2x+ 8

⇐⇒




x = 4,
12

5
y = −2x+ 8

より，A(4, 0), B

(
12

5
,
16

5

)
の 2点である。

(2) x+ y の変域は，直線 x+ y = k が領域Dと共有点を持つ k の範囲と一致する。
k は直線 x+ y = k の y 切片であることに注意すれば，直線 x+ y = k が点 Bを通る
ときに k が最大となることが分かり，その値は

k =
12

5
+

16

5
=

28

5
· · ·（答）

これが x+ y の最大値である。
一方，最小となるのは直線が第 3象限において円 x2 + y2 − 16 = 0 と接するときであ
る。このとき，

|0 + 0− k|√
12 + 12

= 4 かつ k < 0 ∴ k = −4
√
2 · · ·（答）

これが x+ y の最小値である。

〔 II 〕
f(x) = 2x3 + 3x2 − 12x+ 2 のとき，f ′(x) = 6x2 + 6x− 12 であり，f ′(−3) = 24 であ

る。よって，点 (−3, 11)における接線 ℓ の方程式は，

y − 11 = 24(x+ 3) すなわち，y = 24x+ 83

となる。
また，f ′(x) = 6(x+ 2)(x− 1) なので，f(x) は x = −2, 1 において極値をとる。極大

値は f(−2) = 22 である。
C と ℓ の共有点の x 座標は

2x3 + 3x2 − 12x+ 2 = 24x+ 83 ∴ (x+ 3)2(2x− 9) = 0 ∴ x = −3,
9

2

である。
3つの直線 ℓ，x = 1，x = 2 と C で囲まれた部分の面積は

∫ 2

1

{
(24x+ 83)− (2x3 + 3x2 − 12x+ 2)

}
dx

=

[
−1

2
x4 − x3 + 18x2 + 81x

]2
1

=
241

2

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

6x2 + 6x− 12 24x+ 83 −2 1 22
9

2

241

2

〔 III 〕
△ATPと△TBPが相似なので，

TA : TB = AP : TP = 1 : 3

である。また，方べきの定理より，PA · PB = PT2 なので，x = AB とおくと，

1 · (1 + x) = 32 ∴ x = 8

である。
̸ APT = 60◦ のとき，△ATP における余弦定理より，

TA2 = 12 + 32 − 2 · 1 · 3 · cos 60◦ = 7 ∴ TA =
√
7

であり，

cos ̸ ABT = cos ̸ ATP =
32 + (

√
7)2 − 12

2 · 3 ·
√
7

=
5

2
√
7
=

5
√
7

14

よって，

sin ̸ ABT =

√
1−

(
5

2
√
7

)2

=

√
3

2
√
7

であり，C の半径 R は正弦定理より，

R =
1

2

√
7

√
3

2
√
7

=
7√
3
=

7
√
3

3

となる。

TB = TA× 3 = 3
√
7

なので，△ABT の面積 S は，

S =
1

2
· 8 · 3

√
7 ·

√
3

2
√
7
= 6

√
3

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝

3 8
√
7

5
√
7

14

7
√
3

3
6
√
3

〔 II 〕
f(x) = 2x3 + 3x2 − 12x+ 2 のとき，f ′(x) = 6x2 + 6x− 12 であり，f ′(−3) = 24 であ

る。よって，点 (−3, 11)における接線 ℓ の方程式は，

y − 11 = 24(x+ 3) すなわち，y = 24x+ 83

となる。
また，f ′(x) = 6(x+ 2)(x− 1) なので，f(x) は x = −2, 1 において極値をとる。極大

値は f(−2) = 22 である。
C と ℓ の共有点の x 座標は

2x3 + 3x2 − 12x+ 2 = 24x+ 83 ∴ (x+ 3)2(2x− 9) = 0 ∴ x = −3,
9

2

である。
3つの直線 ℓ，x = 1，x = 2 と C で囲まれた部分の面積は

∫ 2

1

{
(24x+ 83)− (2x3 + 3x2 − 12x+ 2)

}
dx

=

[
−1

2
x4 − x3 + 18x2 + 81x

]2
1

=
241

2

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

6x2 + 6x− 12 24x+ 83 −2 1 22
9

2

241

2

〔 III 〕
△ATPと△TBPが相似なので，

TA : TB = AP : TP = 1 : 3

である。また，方べきの定理より，PA · PB = PT2 なので，x = AB とおくと，

1 · (1 + x) = 32 ∴ x = 8

である。
̸ APT = 60◦ のとき，△ATP における余弦定理より，

TA2 = 12 + 32 − 2 · 1 · 3 · cos 60◦ = 7 ∴ TA =
√
7

であり，

cos ̸ ABT = cos ̸ ATP =
32 + (

√
7)2 − 12

2 · 3 ·
√
7

=
5

2
√
7
=

5
√
7

14

よって，

sin ̸ ABT =

√
1−

(
5

2
√
7

)2

=

√
3

2
√
7

であり，C の半径 R は正弦定理より，

R =
1

2

√
7

√
3

2
√
7

=
7√
3
=

7
√
3

3

となる。

TB = TA× 3 = 3
√
7

なので，△ABT の面積 S は，

S =
1

2
· 8 · 3

√
7 ·

√
3

2
√
7
= 6

√
3

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝

3 8
√
7

5
√
7

14

7
√
3

3
6
√
3
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〔 III 〕
(1)

−→
OA = (−2, 4),

−→
OB = (2

√
3− 1, t) なので，

−→
OA ·

−→
OB = −2(2

√
3− 1) + 4t = 4t− 4

√
3 + 2 · · ·（答）

(2) |
−→
OA| =

√
(−2)2 + 42 = 2

√
5 なので，△OABが正三角形のとき，

4t− 4
√
3 + 2 = 2

√
5 · 2

√
5 · cos π

3
∴ t = 2 +

√
3 · · ·（答）

このとき，
−→
OB = (2

√
3− 1, 2 +

√
3) ∴ |

−→
OB| = 2

√
5

なので，△OABは確かに正三角形になる。
(3) 2次関数 y = ax2 + bx+ c のグラフがO，A，Bを通る条件は，a ̸= 0 かつ，




0 = c

4 = 4a− 2b+ c

2 +
√
3 = (2

√
3− 1)2a+ (2

√
3− 1)b+ c

である。これを連立して解けば，

a =
5
√
3

11
( ̸= 0) , b =

10
√
3

11
− 2 , c = 0 · · ·（答）

(4) (3)の放物線と直線OAは，x = 0, −2 において交わるので，

S = a

∫ 0

−2
{x− (−2)}(0− x) dx =

a

6
{0− (−2)}3 = 20

√
3

33
· · ·（答）

数Y問（2月7日実施分）

〔 I 〕
α =

3 +
√
17

2
のとき，

β = − 2

α
= − 4

3 +
√
17

= −4(3−
√
17)

32 − 17
=

3−
√
17

2

であり，

α+ β = 3 , αβ = −2 なお，α− β =
√
17

なので，2次方程式の解と係数の関係より，2次方程式 x2 − 3x− 2 = 0 は，α, β を 2解
とする。0 以外の任意の定数を両辺に掛けた方程式も同様である。
x = α, β は，いずれも

x2 = 3x+ 2 , x3 = 3x2 + 2x = 3(3x+ 2) + 2x = 11x+ 6

を満たすので，an =
αn − βn

√
17

とおくと，

a2 =
α2 − β2

√
17

=
(3α+ 2)− (3β + 2)√

17
=

3(α− β)√
17

= 3

a3 =
α3 − β3

√
17

=
(11α+ 6)− (11β + 6)√

17
=

11(α− β)√
17

= 11

一般に，

αn+2 = 3αn+1 + 2αn , βn+2 = 3βn+1 + 2βn

なので，数列 {an} は，

an+2 =
αn+2 − βn+2

√
17

=
3(αn+1 − βn+1) + 2(αn − βn)√

17
= 3an+1 + 2an

を満たす。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝

3−
√
17

2
x2 − 3x− 2 3 11 3 2

数Y問（2月7日実施分）

〔 II 〕
x2 − 2x− a2 − 2a = (x+ a)(x− a− 2) であり，a > 0 のとき，−a < a+ 2 なので，

x2 − 2x− a2 − 2a >= 0 ⇐⇒ x <= −a , a+ 2 <= x · · · (∗∗)

であり，

x2 − 2x− a2 − 2a < 0 ⇐⇒ −a < x < a+ 2 · · · (∗ ∗ ∗)

である。
(∗∗) のとき，

(∗) ⇐⇒ x2 − 2x− a2 − 2a = −2x+ k ⇐⇒ k = x2 − a2 − 2a

(∗ ∗ ∗) のとき，

(∗) ⇐⇒ −(x2 − 2x− a2 − 2a) = −2x+ k ⇐⇒ k = −x2 + 4x+ a2 + 2a

f(x) =




x2 − a2 − 2a (x <= −a, a+ 2 <= x)

−x2 + 4x+ a2 + 2a (−a < x < a+ 2)

とおくと，

f(−a) = −2a , f(a+ 2) = 2a+ 4 , f(2) = a2 + 2a+ 4

であるので，xy 平面上の曲線 y = f(x) と直線 y = k が 2点を共有する条件を求めるこ
とにより，(∗)が異なる実数解を 2個もつような k の範囲は，

−2a < k < 2a+ 4 , a2 + 2a+ 4 < k

であることがわかる。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

−a a+ 2 x2 − a2 − 2a −x2 + 4x+ a2 + 2a −2a 2a+ 4 a2 + 2a+ 4

数Y問（2月7日実施分）

〔 II 〕
x2 − 2x− a2 − 2a = (x+ a)(x− a− 2) であり，a > 0 のとき，−a < a+ 2 なので，

x2 − 2x− a2 − 2a >= 0 ⇐⇒ x <= −a , a+ 2 <= x · · · (∗∗)

であり，

x2 − 2x− a2 − 2a < 0 ⇐⇒ −a < x < a+ 2 · · · (∗ ∗ ∗)

である。
(∗∗) のとき，

(∗) ⇐⇒ x2 − 2x− a2 − 2a = −2x+ k ⇐⇒ k = x2 − a2 − 2a

(∗ ∗ ∗) のとき，

(∗) ⇐⇒ −(x2 − 2x− a2 − 2a) = −2x+ k ⇐⇒ k = −x2 + 4x+ a2 + 2a

f(x) =





x2 − a2 − 2a (x <= −a, a+ 2 <= x)

−x2 + 4x+ a2 + 2a (−a < x < a+ 2)

とおくと，

f(−a) = −2a , f(a+ 2) = 2a+ 4 , f(2) = a2 + 2a+ 4

であるので，xy 平面上の曲線 y = f(x) と直線 y = k が 2点を共有する条件を求めるこ
とにより，(∗)が異なる実数解を 2個もつような k の範囲は，

−2a < k < 2a+ 4 , a2 + 2a+ 4 < k

であることがわかる。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

−a a+ 2 x2 − a2 − 2a −x2 + 4x+ a2 + 2a −2a 2a+ 4 a2 + 2a+ 4

数Y問（2月7日実施分）

〔 I 〕
α =

3 +
√
17

2
のとき，

β = − 2

α
= − 4

3 +
√
17

= −4(3−
√
17)

32 − 17
=

3−
√
17

2

であり，

α+ β = 3 , αβ = −2 なお，α− β =
√
17

なので，2次方程式の解と係数の関係より，2次方程式 x2 − 3x− 2 = 0 は，α, β を 2解
とする。0 以外の任意の定数を両辺に掛けた方程式も同様である。
x = α, β は，いずれも

x2 = 3x+ 2 , x3 = 3x2 + 2x = 3(3x+ 2) + 2x = 11x+ 6

を満たすので，an =
αn − βn

√
17

とおくと，

a2 =
α2 − β2

√
17

=
(3α+ 2)− (3β + 2)√

17
=

3(α− β)√
17

= 3

a3 =
α3 − β3

√
17

=
(11α+ 6)− (11β + 6)√

17
=

11(α− β)√
17

= 11

一般に，

αn+2 = 3αn+1 + 2αn , βn+2 = 3βn+1 + 2βn

なので，数列 {an} は，

an+2 =
αn+2 − βn+2

√
17

=
3(αn+1 − βn+1) + 2(αn − βn)√

17
= 3an+1 + 2an

を満たす。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝

3−
√
17

2
x2 − 3x− 2 3 11 3 2

数Y問（2月7日実施分）
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数学　　２月１日　全学日程１　�総合情報学部
2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 1 

  

数数  学学  

 
数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 
(1) 1C ： 3 2y x ax= + ， 2C ： 2y bx abx= + を連立して 

 ( )3 2 2 0x ax bx abx+ − + =  ⇔ ( )3 2 0x a b x abx+ − − =  

 ⇔ ( )( ) 0x x a x b+ − =  …① 

 1C と 2C の共有点の x 座標は①の実数解であり，①は 0x = ， a− ，b を解にもつが， 0a > ，

0b >  より， 0a b− < < 。したがって，①は異なる 3 つの実数解をもち， 1C と 2C は異なる 3 つの

共有点をもつ。 
  
(2) (1)の過程により， 
 0a x− < <  において 3 2 2x ax bx abx+ > +  
 0 x b< <  において 3 2 2x ax bx abx+ < +  
で，図のようになる。 
 よって， 
 1 2S S−  

 ( ){ }0 3 2 2
a

x ax bx abx dx
−

= + − +∫  

 ( ){ }2 3 2
0

b
bx abx x ax dx− + − +∫  

  ( ){ }0 3 2 2
a

x ax bx abx dx
−

= + − +∫  

 ( ){ }3 2 2
0

b
x ax bx abx dx+ + − +∫  

 ( ){ }3 2b

a
x a b x abx dx

−
= + − −∫  

 4 3 21
4 3 2

b

a

a b abx x x
−

− = + −  
 

 ( )( )31
12

a b a b= − +  

 したがって， 1 2S S=  すなわち 1 2 0S S− =  となるのは， 0a > ， 0b >  より a b=  のときの

みである。 
  

O x 

y 

－a b 

C1 

C2 

2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 2 

〔Ⅱ〕 

(1) 3 32 21 1k n n n n= + + + − +  のとき， 

 3 2 1n nα = + + ， 3 2 1n nβ = − +  

とおくと， 
 kα β+ = ， 3 1 1αβ = − = − ， 3 3 2nα β+ =  

であるから， ( ) ( )33 3 3α β α β αβ α β+ = + − +  より， 

 32 3n k k= +   ∴ 3 3 2 0k k n+ − =  …① 
 したがって，k は 3 次方程式 3 3 2 0x x n+ − =  の実数解である。 
 ( )( )3 2 2 33 2 3 3 2x x n x k x kx k k k n+ − = − + + + + + −  

 ( )
2

23 3
2 4
kx k x k

   = − + + +  
   

（∵ ①） 

 
2

23 3 0
2 4
kx k + + + = 

 
 を満たす実数 x は存在しないので， x k=  は 3 3 2 0x x n+ − =  のただ

ひとつの実数解である。 
 

(2) 2 25 13 5 13 325 18 1= × = = +  であるから，(1)より， 3 318 5 13 18 5 13+ + −  は 3 次

方程式 3 3 36 0x x+ − =  のただひとつの実数解である。  
 3 3 36 0x x+ − =  ⇔ ( )( )23 3 12 0x x x− + + =  

 ⇔ ( )
23 393 0

2 4
x x

   − + + =  
   

 

 したがって， 
 3 318 5 13 18 5 13 3+ + − =  …（答） 
 

(3)  ① ⇔ ( )22 3n k k= +  

 2 3 2k + >  であるから，k が整数，n が素数のとき， 
 1k =  かつ 2 3 2k n+ =   ∴ 2n =  
 または， 
 2k =  かつ 2 3k n+ =   ∴ 7n =  
 以上により， 
 2n = ，7 …（答） 
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数学　　２月１日　全学日程１　�総合情報学部
2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 3 

〔Ⅲ〕 
 各マスに達する「銀」の進め方の総数を図に書き込んでいく。 
 例えば，右の図 A で，ある回に真ん中のマスに達する進め方の総

数 x は，その一手前に周辺のマスに達する進め方を a～f として， 
 x a c d e f= + + + +  

 
① 2 回の操作の後，「銀」が存在しうるマスは図 B の太文字の数

字が書かれたマスで， 
 13 マス 
 
② 図 B の太文字の数字が書かれたマスのうち，M と N が

互いに素になるのは， 
 3N =  のとき， 4M = ，5，7 
 5N =  のとき， 3M = ，4，6，7 
 7N =  のとき， 3M = ，5 
で，書かれた数字の合計は 

 6 8 3 17+ + =  

であるから，求める確率は 17
25

 

 
③ 図 C で， 5N < を満たすマスに書かれた太文字の数字の合計は27 54 81+ = だから，求める確

率は 
81

125
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(なお，左欄外の数値は，各行の太文字の数字の合計である。) 
 
 

1 2 3 2 1 

2 2 2 2 4 

2 1 1 

11  11  

11  11  

33  66  77  66  33  

33  

33  

33  

33  

66  1122  1122  1122  66  

33  33  

33  33  99  66  99  

27 

54 

36 

8 

図C 

2 3 4 5 6 7 8 

三 

四 

五 

六 

七 

二 

八 

x 

a b c 

d e f 
図 A 

1 1 1 

1 1 

11  22  33  22  11  

22  22  44  22  22  

11  22  

図 B 

11  

3 4 5 6 7 

三 

四 

五 

六 

七 

2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 5 

〔Ⅳ〕 

 2X a b= +
 

， 5 3Y a b= +
 

 とおくと，条件より 

 5 2 4X Y− =  …(i)， 3 3X Y− + = −  …(ii) 

 (i)＋(ii)×2 より 

 2X− = −   ∴ 2X =  

 このとき(ii)より， 

 3 3 3 2 3 3Y X= − = ⋅ − =  
 したがって， 

 12 2a b e+ =
  

 …(iii)， 25 3 3a b e+ =
  

 …(iv)  
 (iv)－(iii)×2 より 

 1 24 3a b e e+ = − +
   

 
 したがって， 

 
2 2 2 2

1 2 1 1 2 24 3 16 24 9a b e e e e e e+ = − + = − ⋅ +
       

 

 1 225 24e e= − ⋅
 

 
 1 21 1e e− ⋅

 

≦ ≦  より， 

 
2

1 49a b+
 

≦ ≦   ∴ 1 7a b+
 

≦ ≦  

 どちらの等号も成り立つから， 

 最小値は 1，最大値は 7 

 
解答 

① 2 ② 3 ③ 4−  ④ 3 

⑤ 1 ⑥ 7     

 

 
以上 

2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 4 

④ 図 D で， 4M =  のマスに書かれた太文字の数字の合計は16 40 36 12 104+ + + = だから， 

 104
625

 

 
⑤ 図 D で，（5，5）に書かれた数字は 48 だから， 

 48
625

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(なお，左欄外の数値は，各行の太文字の数字の合計である。) 
 
解答 

① 13 ② 17
25

 ③ 81
125

 ④ 104
625

 

⑤ 48
625

       

 
  

11  1100  44  

66  

11  

44  

66  

44  

44  

44  

44  

1 1 

1 1 

11  11  

3 6 7 6 3 

3 

3 

3 

3 

6 12 12 12 6 

3 3 

3 3 9 6 9 

1166  1199  1166  1100  

1122  2288  4400  4488  4400  2288  1122  

1122  3300  3366  4488  3366  3300  1122  

44  44  1166  1122  2244  1122  1166  

44  44  66  16 

96 

216 

216 

81 

図 D 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

二 

一 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

2025 年度 数Ｌ問（2 月 1 日実施分） 解答過程 

 5 

〔Ⅳ〕 

 2X a b= +
 

， 5 3Y a b= +
 

 とおくと，条件より 

 5 2 4X Y− =  …(i)， 3 3X Y− + = −  …(ii) 

 (i)＋(ii)×2 より 

 2X− = −   ∴ 2X =  

 このとき(ii)より， 

 3 3 3 2 3 3Y X= − = ⋅ − =  
 したがって， 

 12 2a b e+ =
  

 …(iii)， 25 3 3a b e+ =
  

 …(iv)  
 (iv)－(iii)×2 より 

 1 24 3a b e e+ = − +
   

 
 したがって， 

 
2 2 2 2

1 2 1 1 2 24 3 16 24 9a b e e e e e e+ = − + = − ⋅ +
       

 

 1 225 24e e= − ⋅
 

 
 1 21 1e e− ⋅

 

≦ ≦  より， 

 
2

1 49a b+
 

≦ ≦   ∴ 1 7a b+
 

≦ ≦  

 どちらの等号も成り立つから， 

 最小値は 1，最大値は 7 

 
解答 

① 2 ② 3 ③ 4−  ④ 3 

⑤ 1 ⑥ 7     

 

 
以上 
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 1

  

数数  学学  

 
数Ｆ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

(1) 2 2 2sin 2sin cos cos 1 2sin cost x x x x x x      

より  21sin cos 1
2

x x t  だから 

   33 3sin cos sin cos 3sin cos sin cosx x x x x x x x      

       3 2 33 1 31
2 2 2

t t t t t       

となるので， yを tで表すと 

31 3
2 2

y t t t   
 

 

3

3

1 5 0
2 2
1 1 0
2 2

t t t

t t t

   
 


≧

 … （答） 

 
(2) 三角関数の合成より 

 
1 12 sin cos 2 sin

42 2
t x x x          

  
 

とすると
5

4 4 4
x  ≦ ≦ より

2 sin 1
2 4

x    
 

≦ ≦ である。 

よって，tのとり得る値の範囲は 1 2t ≦ ≦  …（答） 
 

(3)  1 0t   の と き 23 5
2 2

y t    よ り

0y  ，0 2t  のとき 23 1 0
2 2

y t     と

すると
3
3

t  より yの増減の変化は右の表の

ようになり， 

1t   のとき 2y   ，
3
3

t  のとき
3
9

y  ， 2t  のとき
2
2

y    

となる。 

よって， yの最大値は
3
9

，最小値は 2  …（答） 

  

  …  … 


… 

     

   極大 
 

2025 年度 数Ｆ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 2

〔Ⅱ〕 
(1) 2025

10 10log 2 2025 log 2 609.525   より 
  2025 609 2025 610

10609 log 2 610 10 2 10      

 よって， 20252 は 10 進法で 610 桁の整数である。 …（答） 
 また， 2025 6092 10 (1 10)a a  ≦ とおき，常用対数をとると 

  2025 609
10 10 10log 2 log 10 log 0.525a a     

 10 10log 3 0.4771 , log 4 0.6020  より 10 10 10log 3 log log 4 3 4a a      

 よって，最高位の数字は 3 である。 …（答） 
 
(2) 二項定理より 

 4052025 52 2  

     
405405 405

405
0

33 1 C 33 1 kk
k

k





       

     
404 405405

405
0

C 33 1 1kk
k

k





       

 0 404k≦ ≦ のとき  405
405C 33 1 kk

k
   は 33 の倍数となるので 

 
404

405
405

0
C 33 1 33kk

k
k

m



    （mは整数）とおくと 

 20252 33 1 33 1 32m m      

 と表されるので， 20252 を 33 で割った余りは 32 である。 …（答） 
 

  

2025 年度 数Ｆ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 3

〔Ⅲ〕 
 さいころの出た目に 1 を加えているので， , ,a b cはともに 2，3，4，5，6，7 をとり， ,X Y

の底の条件，真数条件は常に成り立つ。 
 

(1) X Y b c   ，aは任意より，条件を満たす  , ,a b c の組は6 6 (通り)あるので 

3
6 6 1

66


  

 
(2) X Y b c≧ ≧  

 ,b c の目の出方 36 通りのうち，b c となるものが 6 通りあり，残り 30 通りは 

,b c b c  となるものがともに
130 15
2

  （通り）ずつあるから 

b c≧ となる  ,b c の出方は6 15 21  （通り）ある。 

aは任意より求める確率は， 3
6 21 7

126


  

 
(3) 2, 2a c≧ ≧ より log 0aY c  だから 

22 2 log 2log loga a a
X X Y b c c
Y

  ≦ ≦ ≦  ∴ 2b c≦  

 ,b c の目の出方のうち，これを満たさないのは 2, 5,6,7c b  の 3 通りだから求める確率は 

 
3

6 36 3 11
126

 
  

 

(4) Yt
X

 とおくと， 0, 0X Y  より 0t  であるから 

22 3Y X t
X Y t

    より，   2 3 2 1 2 0t t t t       

1Yt X Y
X

    となる  ,b c の出方は 6 通り 

22Yt c b
X

    となる  ,b c の出方は    , 2,4b c  の 1 通り 

よって，求める確率は，
 

3

6 6 1 7
366

 
  

 
  

2025 年度 数Ｆ問（2 月 3 日実施分） 解答過程 

 4

(5) 2 2log 2 loga aX Y bc a bc a   ≦ ≦  
 これを満たす  , ,a b c の組は右の表を用いて調べると 

2a  のとき 1 通り 
 3a  のとき 6 通り 
 4a  のとき 17 通り 
 5a  のとき 26 通り 
 6a  のとき 33 通り 
 7a  のとき 36 通り 
で1 6 17 26 33 36 119      （通り） 
あるから求める確率は 

3
119 119

2166
  

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ 

1
6

 7
12

 11
12

 7
36

 119
216

 

 
  

     

      

      

      

      

      

      

の値



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〔Ⅳ〕 
 検品にかかる時間は 

x 個の X に対して
10
60 6

xx  （時間）， y個の Y に対して
20
60 3

yy  （時間） 

であり，A が 1 日に業務にかける時間は 5 時間以内であるから， 

A に関する条件式は 5
6 3
x y
 ≦  …① 

 伝票処理にかかる時間は 

x 個のX に対して
30
60 2

xx  （時間）， y個のYに対して
20
60 3

yy  （時間） 

であり，B が 1 日に業務にかける時間は 8 時間以内

であるから， 

B に関する条件式は 8
2 3
x y
 ≦  …② 

配達にかかる時間は 

x 個の X に対して
30
60 2

xx  （時間）， 

y個の Y に対して
10
60 6

yy  （時間） 

C が 1 日に業務にかける時間は 7 時間以内である

から， 

C に関する条件式は 7
2 6
x y
 ≦  …③ 

①，②，③の不等式が表す領域を xy平面に図示す

ると 5 点        210,0 , 0,15 , 9, , 12,6 , 14,0
2

 
 
 

を頂点とする五角形の周および内部となる。 

 x y k  とおくと，この直線が領域と共有点をもつとき   21, 9,
2

x y    
 

でkは最大値
39 19.5
2



をとるが， ,x y は整数の組でなければならないのでkの最大値は 19 であり，これをみたす  ,x y
で領域に含まれるものは      8,11 , 9,10 , 10,9 の 3 通りある。 
 その中で x が最大のものは  10,9 ， yが最大のものは  8,11 である。 

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

6 3
x y
  

2 3
x y
  

2 6
x y
  19 3  10,9   8,11  

 
以上 







 



 

 

 








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 5

〔Ⅳ〕 
 検品にかかる時間は 

x 個の X に対して
10
60 6

xx  （時間）， y個の Y に対して
20
60 3

yy  （時間） 

であり，A が 1 日に業務にかける時間は 5 時間以内であるから， 

A に関する条件式は 5
6 3
x y
 ≦  …① 

 伝票処理にかかる時間は 

x 個のX に対して
30
60 2

xx  （時間）， y個のYに対して
20
60 3

yy  （時間） 

であり，B が 1 日に業務にかける時間は 8 時間以内

であるから， 

B に関する条件式は 8
2 3
x y
 ≦  …② 

配達にかかる時間は 

x 個の X に対して
30
60 2

xx  （時間）， 

y個の Y に対して
10
60 6

yy  （時間） 

C が 1 日に業務にかける時間は 7 時間以内である

から， 

C に関する条件式は 7
2 6
x y
 ≦  …③ 

①，②，③の不等式が表す領域を xy平面に図示す

ると 5 点        210,0 , 0,15 , 9, , 12,6 , 14,0
2

 
 
 

を頂点とする五角形の周および内部となる。 

 x y k  とおくと，この直線が領域と共有点をもつとき   21, 9,
2

x y    
 

でkは最大値
39 19.5
2



をとるが， ,x y は整数の組でなければならないのでkの最大値は 19 であり，これをみたす  ,x y
で領域に含まれるものは      8,11 , 9,10 , 10,9 の 3 通りある。 
 その中で x が最大のものは  10,9 ， yが最大のものは  8,11 である。 

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

6 3
x y
  

2 3
x y
  

2 6
x y
  19 3  10,9   8,11  

 
以上 







 



 

 

 








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数学　　２月４日　学部独自日程　�総合情報学部
　　　　　　　　　共通テスト利用入試（併用）　�総合情報学部

2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

1

数数 学学

数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程 

〔Ⅰ〕 
(1) 4y ax b   …①， 2 12 21y x x    …②， 24 8 4y x x     …③ 
①，②の共有点の個数が 0 または１より 

2 12 21 4x x ax b    として  2 2 2 6 21 0x a x b     の判別式について 

 2 22 6 21 0 4 24 15a b b a a      ≦ ≦  …④ 

①，③についても同様に 
24 8 4 4x x ax b     として  24 2 2 4 4 0x a x b     の判別式について 

   2 22 4 4 4 0 4a b b a a    ≦ ≧ …⑤ 

④ ， ⑤ よ り 領 域 D は ２ つ の 放 物 線

24 24 15b a a    ， 2 4b a a  に囲まれた部分

になる。 

交 点 は 2 24 24 15 4a a a a     と し て

  1 3 0a a   より  1,5 ，  3,21 となるの

で，求める面積は 

 1 2 2
3

4 24 15 4a a a a da



      

1
3 2

3

5 2010 15
3 3
a a a





       
…（答） 

(2) 24b a k  とおくと 24b a k   …⑥ 
⑥の表す放物線が領域Dと共有点をもつとき，kのとり得る範囲を調べる。 
⑥が④の境界と接するとき， 

2 24 24 15 4a a a k     として 28 24 15 0a a k    の判別式について 
 212 8 15 0 3k k    

⑥が  1,5 を通るとき， 1k 

⑥が  3,21 を通るとき， 15k  

したがって，グラフよりkのとり得る範囲は 15 3k ≦ ≦ ，すなわち 215 4 3b a ≦ ≦  …（答） 



 

 

  

  










2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

2

〔Ⅱ〕 

(1) 1
2

n n
na a
n


 の両辺を   1 2n n  で割ると 

    
1

2 1 1
n na a

n n n n
 

  

よって，数列
 1

na
n n

  
 

  
は定数となるので 

 
1

1 2 1
na a

n n


 
より  1na n n   1,2,3,n    …（答） 

2n≧ のとき，階差数列の公式より 
1

2
1

1
2

n
k

n
k

b b






 
 1

2
8 2 1

8 2
2 1

n
n






  


1n  とすると 32 8 より 1b と一致する。 
∴ 22n

nb
   1,2,3,n    …（答） 

(2)       2 3
1| 1 2 , | 1 2 2n n

n nI x n n x I x n n x 
    ≦ ≦ ≦ ≦

     2 31 1 2 , 2 2n nn n n n       より    21 | 1 2 2n
n nI I x n n x 

    ≦ ≦

となるので，    21 2 2nn n   ≦  …①が成り立つことを数学的帰納法によって示す。 

（ⅰ） 1n  のとき，左辺＝2 3 6  ，右辺 32 8  より①が成り立つ。 
（ⅱ）n k のとき    21 2 2kk k   ≦ が成り立つと仮定すると 

  32 2 3k k k            2 1 2 2 3 2 1k k k k k k       ≧  
1k≧ より 1 0k  ≧ だから   2 2 1 0k k  ≧  

よって， 1n k  のときも①が成り立つ。 
（ⅰ），（ⅱ）よりすべての自然数について①が成り立つ。 
よって， 1n nI I  は少なくとも 1 つの実数を含むので空集合ではない。（証明終わり） 

2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

3

〔Ⅲ〕 

(1) 3 で割り切れる数の個数は
100 33.3
3

 より 33 個で，それらの数の総和は，

等差数列の和の公式より，  333 6 99 3 99 1683
2

      

(2) 3 で割ると 2 余り，5 で割ると 3 余る整数をnとおくと，nは整数 ,k lを用いて

3 2 5 3n k l    と表すことができ，    3 2 5 1k l   と変形すると 3 と 5 は互いに素である

から， 2 5 (k m m  は整数）とおける。

これより  3 2 3 5 2 2 15 8n k m m       となるので，

1 15 8 100m ≦ ≦ より0 6m≦ ≦ が得られる。よって，1 以上 100 以下にnは 7 個ある。

(3) 2 2100 2 5  より 100 と互いに素となる数は 2 の倍数でも 5 の倍数でもない数である。

2 の倍数は
100 50
2

 （個），5 の倍数は
100 20
5

 （個），2 の倍数かつ 5 の倍数は

100 10
10

 （個）だから，求める数の個数は  100 50 20 10 40    （個）

(4) 2 進法で表したとき 4 桁または 5 桁となる数を x とすると， x は

3 52 2x ≦ をみたすので， 5 32 2 32 8 24    （個）で，それらの数の総和は等差数列の和の公

式より  24 8 31 468
2

  である。

解答

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

33 1683 7 40 24 468

2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

4

〔Ⅳ〕 
   3 23x x px q x x x         の右辺を展開すると 

       3 2x x x x x x                   

となるので，両辺の係数を比較して 3, ,p q              である。

n n n
nS     

とおくとき，
2 2 2

2S     

   2 2 9 2p            

ここで， , ,   はそれぞれ 3 2 3 23 0 3x x px q x x px q        …①

をみたすから、
3 3 3

3S     

   2 2 23 3 27 9 3p q p q              

また，①に x をかけると 4 3 23x x px qx   となることから，

     4 4 4 3 3 3 2 2 2
4 3S p q                      

2
3 2 13 81 36 2 12S pS qS p p q      

と表されるので， 2 21S  かつ 4 273S  のとき

9 2 21p  より 6p  
281 36 2 12 273p p q    より 8q 

であり，もとの方程式に代入すると

   3 23 6 8 2 1 4 0x x x x x x        となるから    より    , , 2,1,4     である。

解答

① ② ③ ④

3 p q 2 9p 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

9 3 27p q   6 8  2,1,4

以上

2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

3

〔Ⅲ〕

(1) 3 で割り切れる数の個数は
100 33.3
3

 より 33 個で，それらの数の総和は，

等差数列の和の公式より，  333 6 99 3 99 1683
2

      

(2) 3 で割ると 2 余り，5 で割ると 3 余る整数をnとおくと，nは整数 ,k lを用いて

3 2 5 3n k l    と表すことができ，    3 2 5 1k l   と変形すると 3 と 5 は互いに素である

から， 2 5 (k m m  は整数）とおける。

これより  3 2 3 5 2 2 15 8n k m m       となるので，

1 15 8 100m ≦ ≦ より0 6m≦ ≦ が得られる。よって，1 以上 100 以下にnは 7 個ある。

(3) 2 2100 2 5  より 100 と互いに素となる数は 2 の倍数でも 5 の倍数でもない数である。

2 の倍数は
100 50
2

 （個），5 の倍数は
100 20
5

 （個），2 の倍数かつ 5 の倍数は

100 10
10

 （個）だから，求める数の個数は  100 50 20 10 40    （個）

(4) 2 進法で表したとき 4 桁または 5 桁となる数を x とすると， x は

3 52 2x ≦ をみたすので， 5 32 2 32 8 24    （個）で，それらの数の総和は等差数列の和の公

式より  24 8 31 468
2

  である。

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

33 1683 7 40 24 468 

2025 年度 数Ｖ問（2 月 4 日実施分） 解答過程

4

〔Ⅳ〕

   3 23x x px q x x x         の右辺を展開すると

       3 2x x x x x x                   

となるので，両辺の係数を比較して 3, ,p q              である。

n n n
nS     

とおくとき，
2 2 2

2S     

   2 2 9 2p            

ここで， , ,   はそれぞれ 3 2 3 23 0 3x x px q x x px q        …①

をみたすから、
3 3 3

3S     

   2 2 23 3 27 9 3p q p q              

また，①に x をかけると 4 3 23x x px qx   となることから，

     4 4 4 3 3 3 2 2 2
4 3S p q                      

2
3 2 13 81 36 2 12S pS qS p p q      

と表されるので， 2 21S  かつ 4 273S  のとき

9 2 21p  より 6p  
281 36 2 12 273p p q    より 8q 

であり，もとの方程式に代入すると

   3 23 6 8 2 1 4 0x x x x x x        となるから    より    , , 2,1,4     である。

 
解答 

① ② ③ ④

3 p  q  2 9p   

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

9 3 27p q    6  8  2,1,4  

以上
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〔 III 〕
溶けている食塩の質量に注目すると，

240× an+1

100
= 200× an

100
+ 40× bn

100
, 100× bn+1

100
= 40× an+1

100
+ 60× bn

100

∴ an+1 =
5

6
an +

1

6
bn , bn+1 =

1

3
an +

2

3
bn

はじめの状態を n = 0 とすれば，この 2つの漸化式は 0 以上の任意の整数に対して成り
立つ。
a0 = 8, b0 = 20 なので，

a1 =
5

6
× 8 +

1

6
× 20 = 10 , b1 =

1

3
× 8 +

2

3
× 20 = 16

bn+1 − an+1 =

(
1

3
an +

2

3
bn

)
−
(
5

6
an +

1

6
bn

)
=

1

2
(bn − an)

なので，数列 {bn − an} は公比 1

2
の等比数列をなす。したがって，

bn − an = (b0 − a0)×
(
1

2

)n

=
12

2n

よって，

bn − an <
1

100
⇐⇒ 12

2n
<

1

100
⇐⇒ 2n > 1200

210 = 1024, 211 = 2048 なので，bn − an <
1

100
が成り立つ最小の n は，n = 11 である。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

10 16
5

6

1

6

1

3

2

3
11

〔 IV 〕
f(x) = x3 − 6kx2 + 9k2x− 3k3 なので，

f ′(x) = 3x2 − 12kx+ 9k2 = 3(x− k)(x− 3k)

である。k > 0 なので，f(x) は x = k のときに極大値 f(k) = k3 をとり，x = 3k のとき
に極小値 f(3k) = −3k3 をとる。
恒等式 x3 − 6kx2 + 9k2x− 3k3 = (x− α)(x− β)(x− γ) において，右辺を展開して両

辺の各項の係数を比較すると，

α+ β + γ = 6k , αβ + βγ + γα = 9k2

である。よって，
−→
AB · −→AC = (β − α)(γ − α) + (γ − β)(α− β) + (α− γ)(β − γ)

= α2 + β2 + γ2 − αβ − βγ − γα

= (α+ β + γ)2 − 3(αβ + βγ + γα)

= (6k)2 − 3 · 9k2 = 9k2

また，
△ABCの面積 =

1

2

√
|−→AB|2|−→AC|2 − (

−→
AB · −→AC)2

であるが，ここで，

|−→AB|2 = |−→AC|2 = (β − α)2 + (γ − β)2 + (α− γ)2

= 2(α2 + β2 + γ2 − αβ − βγ − γα)

= 2
{
(α+ β + γ)2 − 3(αβ + βγ + γα)

}

= 18k2

なので，

△ABCの面積 =
1

2

√
(18k2)2 − (9k2)2 =

9
√
3

2
k2

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝ 8⃝

k k3 3k −3k3 6k 9k2 9k2
9
√
3

2
k2

〔 I 〕
(1) 正六角形ABCDEFの外接円の中心をOとする。−→

AO =
−→
AB+

−→
AF =

−→
b +

−→
f なので，

−→
AC =

−→
AB+

−→
AO =

−→
b + (

−→
b +

−→
f ) = 2

−→
b +

−→
f · · ·（答）

−→
AD = 2

−→
AO = 2(

−→
b +

−→
f ) = 2

−→
b + 2

−→
f · · ·（答）

(2)
−−→
AM =

−→
AC+

−−→
CM = (2

−→
b +

−→
f ) + t

−→
f = 2

−→
b + (1 + t)

−→
f · · ·（答）

(3)
−→
AP = s

−−→
AM = 2s

−→
b + s(1 + t)

−→
f とおくと，

−→
BP =

−→
AP−

−→
AB = (2s− 1)

−→
b + s(1 + t)

−→
f

BP⊥AMなので，

0 =
−→
BP ·

−−→
AM

=
{
(2s− 1)

−→
b + s(1 + t)

−→
f
}
·
{
2
−→
b + (1 + t)

−→
f
}

= 2(2s− 1)|
−→
b |2 + s(1 + t)2|

−→
f |2 + (4s− 1)(1 + t)(

−→
b ·

−→
f )

ここで，ABCDEFが一辺の長さが 1 の正六角形なので，

|
−→
b | = |

−→
f | = 1 ,

−→
b ·

−→
f = 1 · 1 · cos 2

3
π = −1

2

したがって，

2(2s− 1) + s(1 + t)2 − 1

2
(4s− 1)(1 + t) = 0 ∴ s =

3− t

2(t2 + 3)

よって，
−→
AP =

3− t

t2 + 3

−→
b +

(3− t)(1 + t)

2(t2 + 3)

−→
f · · ·（答）

(4) AP : PM= 5 : 9 のとき，s =
5

14
なので，

3− t

2(t2 + 3)
=

5

14
∴ (5t− 3)(t+ 2) = 0

t > 0 なので，t =
3

5
· · ·（答）

〔 II 〕
(1) x, y, z は，x > 0, y > 0, z > 0 であり，

xy + yz + zx = 7 , x2 + y2 + z2 = 11

を満たす。よって，

(x+ y + z)2 = x2 + y2 + z2 + 2(xy + yz + zx) = 11 + 14 = 25

x+ y + z > 0 なので，

x+ y + z = 5 ∴ y + z = 5− x · · ·（答）

また，

yz = 7− x(y + z) = 7− x(5− x) = x2 − 5x+ 7 · · ·（答）

(2) (1)の結論より，y, z は t の 2次方程式

t2 − (5− x)t+ x2 − 5x+ 7 = 0

の 2解である。したがって，この方程式が正の 2解を持つ x (> 0) の範囲を求めればよい。
すなわち，

5− x > 0 かつ x2 − 5x+ 7 > 0 かつ (5− x)2 − 4(x2 − 5x+ 7) >= 0

より，1

3
<= x <= 3 · · ·（答）

(3) 直方体の体積 V cm3 は x の関数として，

V (x) = xyz = x(x2 − 5x+ 7) = x3 − 5x2 + 7x

(
1

3
<= x <= 3

)

と与えられる。
dV

dx
= 3x2 − 10x+ 7 = (3x− 7)(x− 1)

より増減表は右のようになる。

x 1
3 1 7

3 3

dV
dx + 0 − 0 +

V ↗ 3 ↘ ↗ 3

V (1) = V (3) = 3 なので，x = 1, 3 のとき，直方体の体積は最大値 3 cm3 · · ·（答）を
とる。
x = 1 のとき，t2 − 4t+ 3 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 3), (3, 1) であり，x = 3 のと
き，t2 − 2t+ 1 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 1) であるから，体積が最大となるとき，

(x, y, z) = (1, 1, 3), (1, 3, 1), (3, 1, 1) · · ·（答）

〔 II 〕
(1) x, y, z は，x > 0, y > 0, z > 0 であり，

xy + yz + zx = 7 , x2 + y2 + z2 = 11

を満たす。よって，

(x+ y + z)2 = x2 + y2 + z2 + 2(xy + yz + zx) = 11 + 14 = 25

x+ y + z > 0 なので，

x+ y + z = 5 ∴ y + z = 5− x · · ·（答）

また，

yz = 7− x(y + z) = 7− x(5− x) = x2 − 5x+ 7 · · ·（答）

(2) (1)の結論より，y, z は t の 2次方程式

t2 − (5− x)t+ x2 − 5x+ 7 = 0

の 2解である。したがって，この方程式が正の 2解を持つ x (> 0) の範囲を求めればよい。
すなわち，

5− x > 0 かつ x2 − 5x+ 7 > 0 かつ (5− x)2 − 4(x2 − 5x+ 7) >= 0

より，1

3
<= x <= 3 · · ·（答）

(3) 直方体の体積 V cm3 は x の関数として，

V (x) = xyz = x(x2 − 5x+ 7) = x3 − 5x2 + 7x

(
1

3
<= x <= 3

)

と与えられる。
dV

dx
= 3x2 − 10x+ 7 = (3x− 7)(x− 1)

より増減表は右のようになる。

x 1
3 1 7

3 3

dV
dx + 0 − 0 +

V ↗ 3 ↘ ↗ 3

V (1) = V (3) = 3 なので，x = 1, 3 のとき，直方体の体積は最大値 3 cm3 · · ·（答）を
とる。
x = 1 のとき，t2 − 4t+ 3 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 3), (3, 1) であり，x = 3 のと
き，t2 − 2t+ 1 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 1) であるから，体積が最大となるとき，

(x, y, z) = (1, 1, 3), (1, 3, 1), (3, 1, 1) · · ·（答）

〔 II 〕
(1) x, y, z は，x > 0, y > 0, z > 0 であり，

xy + yz + zx = 7 , x2 + y2 + z2 = 11

を満たす。よって，

(x+ y + z)2 = x2 + y2 + z2 + 2(xy + yz + zx) = 11 + 14 = 25

x+ y + z > 0 なので，

x+ y + z = 5 ∴ y + z = 5− x · · ·（答）

また，

yz = 7− x(y + z) = 7− x(5− x) = x2 − 5x+ 7 · · ·（答）

(2) (1)の結論より，y, z は t の 2次方程式

t2 − (5− x)t+ x2 − 5x+ 7 = 0

の 2解である。したがって，この方程式が正の 2解を持つ x (> 0) の範囲を求めればよい。
すなわち，

5− x > 0 かつ x2 − 5x+ 7 > 0 かつ (5− x)2 − 4(x2 − 5x+ 7) >= 0

より，1

3
<= x <= 3 · · ·（答）

(3) 直方体の体積 V cm3 は x の関数として，

V (x) = xyz = x(x2 − 5x+ 7) = x3 − 5x2 + 7x

(
1

3
<= x <= 3

)

と与えられる。
dV

dx
= 3x2 − 10x+ 7 = (3x− 7)(x− 1)

より増減表は右のようになる。

x 1
3 1 7

3 3

dV
dx + 0 − 0 +

V ↗ 3 ↘ ↗ 3

V (1) = V (3) = 3 なので，x = 1, 3 のとき，直方体の体積は最大値 3 cm3 · · ·（答）を
とる。
x = 1 のとき，t2 − 4t+ 3 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 3), (3, 1) であり，x = 3 のと
き，t2 − 2t+ 1 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 1) であるから，体積が最大となるとき，

(x, y, z) = (1, 1, 3), (1, 3, 1), (3, 1, 1) · · ·（答）

〔 II 〕
(1) x, y, z は，x > 0, y > 0, z > 0 であり，

xy + yz + zx = 7 , x2 + y2 + z2 = 11

を満たす。よって，

(x+ y + z)2 = x2 + y2 + z2 + 2(xy + yz + zx) = 11 + 14 = 25

x+ y + z > 0 なので，

x+ y + z = 5 ∴ y + z = 5− x · · ·（答）

また，

yz = 7− x(y + z) = 7− x(5− x) = x2 − 5x+ 7 · · ·（答）

(2) (1)の結論より，y, z は t の 2次方程式

t2 − (5− x)t+ x2 − 5x+ 7 = 0

の 2解である。したがって，この方程式が正の 2解を持つ x (> 0) の範囲を求めればよい。
すなわち，

5− x > 0 かつ x2 − 5x+ 7 > 0 かつ (5− x)2 − 4(x2 − 5x+ 7) >= 0

より，1

3
<= x <= 3 · · ·（答）

(3) 直方体の体積 V cm3 は x の関数として，

V (x) = xyz = x(x2 − 5x+ 7) = x3 − 5x2 + 7x

(
1

3
<= x <= 3

)

と与えられる。
dV

dx
= 3x2 − 10x+ 7 = (3x− 7)(x− 1)

より増減表は右のようになる。

x 1
3 1 7

3 3

dV
dx + 0 − 0 +

V ↗ 3 ↘ ↗ 3

V (1) = V (3) = 3 なので，x = 1, 3 のとき，直方体の体積は最大値 3 cm3 · · ·（答）を
とる。
x = 1 のとき，t2 − 4t+ 3 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 3), (3, 1) であり，x = 3 のと
き，t2 − 2t+ 1 = 0 を解いて，(y, z) = (1, 1) であるから，体積が最大となるとき，

(x, y, z) = (1, 1, 3), (1, 3, 1), (3, 1, 1) · · ·（答）

〔 III 〕
溶けている食塩の質量に注目すると，

240× an+1

100
= 200× an

100
+ 40× bn

100
, 100× bn+1

100
= 40× an+1

100
+ 60× bn

100

∴ an+1 =
5

6
an +

1

6
bn , bn+1 =

1

3
an +

2

3
bn

はじめの状態を n = 0 とすれば，この 2つの漸化式は 0 以上の任意の整数に対して成り
立つ。
a0 = 8, b0 = 20 なので，

a1 =
5

6
× 8 +

1

6
× 20 = 10 , b1 =

1

3
× 8 +

2

3
× 20 = 16

bn+1 − an+1 =

(
1

3
an +

2

3
bn

)
−
(
5

6
an +

1

6
bn

)
=

1

2
(bn − an)

なので，数列 {bn − an} は公比 1

2
の等比数列をなす。したがって，

bn − an = (b0 − a0)×
(
1

2

)n

=
12

2n

よって，

bn − an <
1

100
⇐⇒ 12

2n
<

1

100
⇐⇒ 2n > 1200

210 = 1024, 211 = 2048 なので，bn − an <
1

100
が成り立つ最小の n は，n = 11 である。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

10 16
5

6

1

6

1

3

2

3
11

〔 IV 〕
f(x) = x3 − 6kx2 + 9k2x− 3k3 なので，

f ′(x) = 3x2 − 12kx+ 9k2 = 3(x− k)(x− 3k)

である。k > 0 なので，f(x) は x = k のときに極大値 f(k) = k3 をとり，x = 3k のとき
に極小値 f(3k) = −3k3 をとる。
恒等式 x3 − 6kx2 + 9k2x− 3k3 = (x− α)(x− β)(x− γ) において，右辺を展開して両

辺の各項の係数を比較すると，

α+ β + γ = 6k , αβ + βγ + γα = 9k2

である。よって，
−→
AB ·

−→
AC = (β − α)(γ − α) + (γ − β)(α− β) + (α− γ)(β − γ)

= α2 + β2 + γ2 − αβ − βγ − γα

= (α+ β + γ)2 − 3(αβ + βγ + γα)

= (6k)2 − 3 · 9k2 = 9k2

また，
△ABCの面積 =

1

2

√
|
−→
AB|2|

−→
AC|2 − (

−→
AB ·

−→
AC)2

であるが，ここで，

|
−→
AB|2 = |

−→
AC|2 = (β − α)2 + (γ − β)2 + (α− γ)2

= 2(α2 + β2 + γ2 − αβ − βγ − γα)

= 2
{
(α+ β + γ)2 − 3(αβ + βγ + γα)

}

= 18k2

なので，

△ABCの面積 =
1

2

√
(18k2)2 − (9k2)2 =

9
√
3

2
k2

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝ 8⃝

k k3 3k −3k3 6k 9k2 9k2
9
√
3

2
k2

012
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数数  学学  

 
数Ｋ問（2 月 2 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 

(1)   2 2xf x x e  について，第 1 次導関数  f x ，第 2 次導関数  f x  は 

      2 2 22 2 2 1x xf x x x e x x e         …（答） 

         2 2 2 24 2 4 4 2 2 4 1x xf x x x x e x x e           …（答） 

 

(2)  22 4 1 0x x    ⇔ 
11
2

x    

であるから，(1)より，  f x  の増減及び曲線  y f x  の凹凸は，下表のようになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 したがって，変曲点の x 座標は 

 11
2

 …（答） 

 また， x t   とおくと， x   のとき t   で 

     2 2lim lim lim t
x t t

f x f t t e
  

      

 0x   のとき， 2
3

1xe
x

   であるから， 

 2 2 2
3

1 10 xx e x
x x

     

で，
1lim 0

x x
  であるから，はさみうちの原理により， 

  lim 0
x

f x


  
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 したがって，  y f x  のグラフの概形は，下図のようになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)  
2

2 2 21
2 2 4

x xx xx e dx e C  
     

 
 （C は積分定数） 

であるから， 

  
2 2

2 2 2 2
0

0

1 1 1
2 2 4 2 2 4 4

a
a x x ax x a aS a x e dx e e      

             
    

  

 0a   より， 2
3

1ae
a

   であるから， 

 
2 2

2
3 2 3

1 1 1 1 1 10
2 2 4 2 2 4 2 2 4

aa a a ae
a a a a

   
           
   

 

で， 

 2 3

1 1 1lim 0
2 2 4a a a a

    
 

 

だから，はさみうちの原理により， 

 
2

21lim 0
2 2 4

a
a

a a e



 
   

 
 

 したがって， 

   1lim
4a

S a


  …（答） 

 
  

O 1 

y 

x 
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〔Ⅱ〕 
(1) 3n  ， 1x   のとき，袋の中は赤玉 1 個と白玉 2 個。 
 この袋の中から 2 個の玉を取り出す取り出し方が， 3 2C 3  通り。 

 2 個とも白玉である取り出し方は 1 通りだから，その確率は 1
3

 

 少なくとも 1 個赤玉が出るのは，それ以外だから確率は 1 21
3 3

   

 
(2) 5n  ， 2x   のとき，袋の中は赤玉 2 個と白玉 3 個。 
 この袋の中から 2 個の玉を取り出す取り出し方が， 5 2C 10  通り。 

 2 個とも白玉である取り出し方は 3 2C 3  通りだから，その確率は 3
10

 

 1 個だけが赤玉である取り出し方は，どの赤玉か，どの白玉かを考えて 2 1 3 1C C 6   通りだか

ら，確率は 6 3
10 5

  

 

(3) 2 個とも白玉である取り出し方は 2Cn x  通りだから，その確率は   
 

2

2

1C
C 1

n x

n

n x n x
n n

   



 

 少なくとも 1 個が赤玉であるのは，2 個とも白玉であることの余事象だから，その確率が 1
2

 

以上であるとき， 

      
  

 
1 11

1 2
n x n x

n n
  




≧  ⇔     1
1

2
n n

n x n x


   ≦ …(i) 

 
(4) 22n   のとき，(i)が成り立つならば， 

   22 21 11 21x x  ≦   ∴ 2 43 231 0x x  ≦  …(ii) 

   2 43 231f x x x    とおくと， 

   26 6 43 6 231 9f      ，   27 7 43 7 231 21f        

   236 36 43 36 231 21f       ，   237 37 43 37 231 9f       

であるから，2 次関数の性質から，(ii) を満たす整数 xの範囲は， 
 7 36x≦ ≦  

 よって，求める最小の x は 7 
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解答 

① 
1
3

 ② 
2
3

 ③ 
3

10
 ④ 

3
5

 

⑤   1n x n x    ⑥  1
2

n n 
 ⑦ 7   
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〔Ⅳ〕 

(1) 3 8z    ⇔ 3 8 0z    ⇔   22 2 4 0z z z     

 ∴ 2z   ，1 3i （iは虚数単位） 

 よって， 

 1 2 2 3 3 1z z z z z z      

          2 1 3 1 3 1 3 1 3 2i i i i             

 3 3 2 3 3 3i i i       2 3 2 3 2 3 6 3     

 

(2) OA 3 ，OB 2 3  より  

OA : OB 3 : 2  で， AOB
6


   より， 

 OAB
2


  ，AB 3  

 また，OB が AOD  を二等分することから 

 AOD
3


     

 ∴ AD OA tan 3 3
3


   

 ∴ BD AD AB 2 3    
 したがって，点 D は AB を 3 : 2  に外分する。 

 OD OA 3AB 2OA 3OB    
    

 
 

(3) 0x   のとき，   2 0xf x x   であるから， 

    2log log xf x x   ∴   2log logf x x x  

 両辺を xで微分して 

  
 

2 12 log 2 log
f x

x x x x x x
f x x


      

 ∴        2 12log 1 2log 1 xf x xf x x x x       

O 

A 

B 

D 

 3 
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 0
2
   より 0 1t   だから，

210 1
1

t
t

    
。よって， 

   
   

 2 222

2 2 2
1

1 1
41 111

1

n
n

t t t ttS
t tt

t

 



 
  

      

  …（答） 

 

(4) (3)の結果に sin
2

t 
  を用いて， 

  
2

2sin 1 sin sin2 2 2 1 sin
4 8 2

2

S
    

 

          
 

 

 したがって， 

    2
0

lim 1 1 0
8 8

S


  


      …（答） 
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〔Ⅲ〕 
 円 1C ， 2C ， 3C ，…， nC  について，中

心をそれぞれ， 
 1O ， 2O ， 3O ，…，On  
 半直線 OB との接点を 
 1T ， 2T ， 3T ，…，Tn  
 半径を 
 1r ， 2r ， 3r ，…， nr  
とする。 
 

(1) 1 1 1 1O T OO sin 1 sin
2 2

r t 
      …（答） 

    2
2 2 2 2 2 2O T OO sin 1

2
r t r t t t r t
          

 ∴ 
2

2 1
t tr

t





  …（答） 

 

(2) OO sin
2n nr 

  

であるから， 

 OO
sin

2

n n
n

r r
t

   

 同様に， 

 1
1OO n

n
r
t


   

 したがって， 

  1 1 1
1=O On n n n n nr r r r
t       ∴ 1

1
1n n

tr r
t





 

 よって，数列  nr  は公比 1
1

t
t




 の等比数列だから， 

 
1 1

1
1 1
1 1

n n

n
t tr r t
t t

 
            

 …（答） 

 
(3) (2)より， 

 
 2 1

2 2 1
1

n

n n
tS r t
t

 


     
 

O 

A 

B T1 T2 

O1 

O2 

C1 

C2 
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 よって，  f x  の増減は右表のようになり，  f x の最小値は 

 

21
1
21 1 e
ef e

e e

 
 
     

    
   

 

 

(4)      
   

2

2

2 1 1
2 1 1

2 1 1

x x x
x x x

x x x

      
 

≦

≧
 

 
 

   

2

2

1 1

2 3 1

x x

x x

  
  

≦

≧
 

 曲線 2 1y x   を点  1, 2 について対称移動すると， 

  22 2 2 1 1y x       ⇔  22 3y x     

であるから，  2 1 1y x x x     は点  1, 2 について対称。 

  y x g  は  2 1 1y x x x     を x 軸方向に a，y 軸方向に b だけ平行移動した曲線で， 

   x x  g g  より曲線  y x g  は原点について対称だから， 

 1a   ， 2b    
 
解答 

① 6 3  ② 2  ③ 3 ④ 2log 1x   

⑤ 
1
2e

  ⑥ 1  ⑦ 2    

 
以上 
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数数  学学  

 
数Ａ問（2 月 5 日実施分） 解答過程 

 
〔Ⅰ〕 
(1) 

   2 2

1 1 log 1 log 0
x x xxf x

x x

       とすると x e  

より  f x の増減の変化は右の通り。 
これより  f x は x e のとき極大かつ最大となるので 

最大値   1f e
e

 をとる。…(答) 

 
(2) 

 
log 1x
x x

 とすると log 1x  より 

e   …(答) 
 また，(1)の増減表より 1 2,C C の概形は右図

に示した 2 つの曲線である。 
（なお，右図には線分 PQ なども記載し，(3)
と共有している。） 
 
(3) 
 右図のPQの長さを  h s とおくと 

          log 1sh s f s g s s e
s


     

と表される。 

   2
2 log 0sh s

s
   とすると 2s e であり，  h s の符号は 2s e の前後で正から負へ変化するの

で，  PQ h s は 2s e のとき最大値  2 2
1h e
e

 をとる。…(答) 

  

  …  …

     

   極大   















 




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

ⅰ　のとき ⅱ　のとき





 

(4) 
 1 2, ,C C x t で囲まれる図形の面積が 2 であるとすると 

 
(ⅰ) 0 t e  のとき 
 t x e≦ ≦ において    f x g x≦ より 

      1 log log
e e

t t
g x f x dx x x dx

x
     
    

   2 21 1 1log log log log 2
2 2 2

e

t

x x t t        
 

 ∴   log 1 log 3 0t t    

 log 1t  より
1log 1t t
e

     

 
(ⅱ) t e のとき 
 e x t≦ ≦ において    g x f x≦ より 

      21 1log log 2
2 2

t

e
f x g x dx t t      

∴   log 1 log 3 0t t    

log 1t  より log 3t    ∴ 3t e  
 

以上より， 31 ,t e
e

  …(答) 
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〔Ⅱ〕 
(1) 
 1 行目の数列を nb とおくと，第n項は  1 3 1 3 2nb n n     であり， 

 これに 13m をかけてm行目かつn列目の数は  13 3 2m n  である。 

 また， 419521 3 241  は 1 4, 3 2 241m n    とすると 5, 81m n  より 
 5 行目かつ 81 列目の数である。 
 
(2) 

 3 2 3n    とすると， 1 23
3

n    

 nは自然数より 11 3n ≦ ≦ だから，1 行目の数の中で3 より小さいものの個数は 13  である。 

  13 3 2 3m n    とすると
23
3

mn   だから，m ≦ のときm行目で3 より小さいものの個数は

3 m となるので，図に現れる自然数で3 より小さいものの個数をa とすると 

1
3 m

m
a 



 





1 23 3 3 1        （後ろから見ると初項 1，公比 3，項数 の等比数列） 

  3 1 1 3 1
3 1 2


  



  

である。 
 
(3) 

 1

1 1 1

1 1 3a a
a a a a a a



  


  


 

     

より
1 1

1 1 1 1
3a a a a 

 
  

 


   

が成り立つ。 

 これより， 

1 11 1

3 1 1k

k kk k k ka a a a  

 
  

 
 
 

 

    
1 2 2 3 1

1 1 1 1 1 1
a a a a a a 

    
          
      

  

    
1

1 1
1 1

1 1 2 3 31
3 1 3 1a a



 



    

 



 


 

である。 
 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

 13 3 2m n   5 81 13    1 3 1
2

  1
3  

1

1
3 3
3 1










  
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











 

〔Ⅲ〕 
(1) 
 3 4cos60 6a b    


 … (答) 

 4 5cos60 10b c    
 

 … (答)  

 
155 3cos60
2

c a    
 

 … (答) 

 
(2) 
 AH⊥OB より 

  AH OB pb qc a b    
     2

p b qb c a b    
     

     16 10 6 0p q      ∴ 8 5 3p q   … ① 

 AH OC よりAH OC 0 
 

から4 10 3p q   … ② 

 ①，②より，
1 1,
4 5

p q   … (答) 

(3) 

 

2
2 1 1OH

4 5
b c 

   2 21 1 1 3
16 10 25

b b c c    
   

   ∴ OH 3  … (答) 

 また，
21 1 1 1OH OB 6

4 5 4 5
b c b b b c         

 

      
より

OH OB 3cos BOH
2OH OB


  

 
   

 
21 1 1 1 15OH OC

4 5 4 5 2
b c c b c c         

 

      
より

OH OC 3cos COH
2OH OC


  

 
   

 ∴ cos BOH cos COH    
 よって，0 BOH 180 , 0 COH 180         より BOH COH   が成り立つ。(証明終わり) 

 
(4) 

 OM OH
4 5
k kk b c  

   
とおくと M は BC 上の点より

9 201
4 5 20 9
k k k k      

 ∴ OH : OM 1 : 9 : 20k   … (答) 
 このとき，  OM : HM 20 : 20 9 20 :11   となるので，三角形 HBC の面積は 

 
11 11 1 11 3OBC 4 5sin60
20 20 2 4

      △  

 三角形 OAH において三平方の定理より 2 2AH OA OH 6    
 したがって，四面体 ABCH の体積は， 

 
1 11 3 11 26
3 4 4

V      …（答）  

2025 年度 数Ａ問（2 月 5 日実施分） 解答過程 
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〔Ⅳ〕 
(1) 

2 2 6 2 20 10 0x y ax ay a       … ① 
とおく。 
①を  2 2 10 2 3 10 0x y a x y      と変形すると 

 2 2 10 0x y    … ② かつ3 10 0x y    … ③ 
のときaの値によらず方程式①は成り立つ。 

②，③を連立して求める定点の座標は，    , 3, 1x y    

また，      2 2 23 10 1x a y a a     より①は中心が  3 ,a a ，半径 10 1a  の円を表し， 

2 2 5x y  は中心が原点，半径 5の円を表す。 
これらが外接するとき，中心間の距離は 2 円の半径の和に一致するので， 

   2 23 10 5 10 1a a a a       

1a  のときこの方程式を満たすaは存在しない。 

1a  のとき  10 5 10 1a a   を解いて，
2 2
4

a 
   

 
(2) 
内接円と辺 AB の接点を G，半径をrとおく。 

2 2 2AB BC AC  より∠ACB＝90° 
であるから 
CD CE , AE AG 8 , BD BG 6r r r         

が成り立ち，AB 8 6 10r r     より 2r  が得られるから，

BD 6 4r   である。 
また，三角形 BCE において三平方の定理より 

2 2BE 6 2 2 10   であり，FE t とおくと，方べきの定理

から 2BF BE BD  が成り立つから， 

  2 122 10 2 10 4
10

t t      

三角形 EMF において余弦定理を用いて 
2

2 2 122 2
410cos EMF

2 2 2 5

 
   

    
 

  

を得る。 
  



 









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(3) 

2 cos sin
2 5 54 4 cos sin
2 12 122 cos sin

6 6

i
z i

i

 

 
 

                    
    

 

だから，ド・モアブルの定理より 

2 5 5cos sin
2 12 12

n

nz n i n 
                      

 

となる。 

 nz が実数となるのは
5 (
12

n k k    は整数)が成り立つときだから，最小の自然数nは 12n 

である。また，このとき  
12

12 2 1cos5 sin5
2 64

z i 
 

     
 

である。 

(4) 

 
1t
x

 とおくと x のとき 0t   となるので 

4 23 2 1 cos
lim
x

x
x

x

   
    40

3lim 1 cos2 2
t

t t
t

       
  

 

4
0

sinlim 2 sin 3 2 2 1 0 3 0
t

t t t
t

           
 

 

 

4 23 2 1 cos
lim 32 5 tan
x

x
x

x
x



   
 



4

0

3 21 cos2lim 2tan3 5
t

t t
t

t


 
   

  
 

 

2 4
2

0

sin 3 1 3 2 1 3 3lim 2 cos3 2 1 1 1
sin3 3 2 5 3 2 3t

t t tt
t t t

                    
 

 
解答 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

 3, 1  2 2
4
  4 4

5
  12 1

64
  0 3

3
 

 
以上 
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〔 I 〕
(1) z = x+ yi ̸= 0 のとき，

1

z
=

x− yi

x2 + y2
∴ z +

2

z
=

(
x+

2x

x2 + y2

)
+

(
y − 2y

x2 + y2

)
i

なので，z +
2

z
が実数となる条件は，

y − 2y

x2 + y2
= 0 すなわち，(y = 0 かつ x ̸= 0) または x2 + y2 = 2

これを図示すれば，右図の太線部となる。

O x

y

√
2

√
2−

√
2

−
√
2

(2) z が正の実数のとき，相加平均と相乗平均の関係より，

z +
2

z
>= 2

√
z · 2

z
= 2

√
2

であり，z =
2

z
すなわち，z =

√
2 のときに z +

2

z
= 2

√
2 となる。したがって，z +

2

z
の

変域は z +
2

z
>= 2

√
2 となる。

z が負の実数のとき，w = −z は正の実数であり，z +
2

z
= −

(
w +

2

w

)
なので，z +

2

z

の変域は z +
2

z
<= −2

√
2 となる。

以上より，z が 0 でない実数全体を動くときの z +
2

z
の変域は，

z +
2

z
<= −2

√
2 , 2

√
2 <= z +

2

z
· · ·（答）

(3) z = x+ yi が虚数であり，z +
2

z
が実数となる条件は，(1)の結論より，

x2 + y2 = 2 かつ y ̸= 0

である。このとき，

z +
2

z
= x+

2x

2
= 2x , −

√
2 < x <

√
2

なので，
−2

√
2 < z +

2

z
< 2

√
2 · · ·（答）

数Z問（2月7日実施分）

〔 II 〕
(1) cos 2x = 2 cos2 x− 1 なので，X = cosx とおくと，f(x) は X の関数として，

g(X) = 2X2 −X − 1 = 2

(
X − 1

4

)2

− 9

8

である。0 <= x <=
π

2
のとき，0 <= X <= 1 なので，

f(x)の最大値 = g(1) = 0 , f(x)の最小値 = g

(
1

4

)
= −9

8

である。cos a =
1

4
なので，

sin a =

√
1−

(
1

4

)2

=

√
15

4

であり，
∫ a

0
f(x) dx =

[
1

2
sin 2x− sinx

]a
0

=
1

2
sin 2a− sin a

= sin a cos a− sin a = −3
√
15

16

(2) xy 平面上の曲線 y = cos 2x+ k cosx+ 2
(
0 <= x <=

π

2

)
と x 軸の共有点の個数は，

XY 平面上の曲線 Y = h(X) = (2X2 − 1) + kX + 2 (0 <= X <= 1) と X 軸の共有点の個
数と一致する。

h(X) = 2X2 + kX + 1 = 2

(
X +

k

4

)2

− k2

8
+ 1

であり，h(0) = 1 > 0 , h(1) = k + 3 なので，共有点が 2個となる条件は，

0 < −k

4
< 1 かつ − k2

8
+ 1 < 0 かつ k + 3 >= 0

すなわち，−3 <= k < −2
√
2 である。また，共有点が 1個となる条件は，

(
0 <= −k

4
<= 1 かつ − k2

8
+ 1 = 0

)
または k+3 < 0 または

(
k + 3 = 0 かつ − k

4
>= 1

)

すなわち，k = −2
√
2 または k < −3 である。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

0 −9

8

√
15

4
−3

√
15

16
−3 <= k < −2

√
2 −2

√
2 −3

数Z問（2月7日実施分）

〔 II 〕
(1) cos 2x = 2 cos2 x− 1 なので，X = cosx とおくと，f(x) は X の関数として，

g(X) = 2X2 −X − 1 = 2

(
X − 1

4

)2

− 9

8

である。0 <= x <=
π

2
のとき，0 <= X <= 1 なので，

f(x)の最大値 = g(1) = 0 , f(x)の最小値 = g

(
1

4

)
= −9

8

である。cos a =
1

4
なので，

sin a =

√
1−

(
1

4

)2

=

√
15

4

であり，
∫ a

0
f(x) dx =

[
1

2
sin 2x− sinx

]a
0

=
1

2
sin 2a− sin a

= sin a cos a− sin a = −3
√
15

16

(2) xy 平面上の曲線 y = cos 2x+ k cosx+ 2
(
0 <= x <=

π

2

)
と x 軸の共有点の個数は，

XY 平面上の曲線 Y = h(X) = (2X2 − 1) + kX + 2 (0 <= X <= 1) と X 軸の共有点の個
数と一致する。

h(X) = 2X2 + kX + 1 = 2

(
X +

k

4

)2

− k2

8
+ 1

であり，h(0) = 1 > 0 , h(1) = k + 3 なので，共有点が 2個となる条件は，

0 < −k

4
< 1 かつ − k2

8
+ 1 < 0 かつ k + 3 >= 0

すなわち，−3 <= k < −2
√
2 である。また，共有点が 1個となる条件は，

(
0 <= −k

4
<= 1 かつ − k2

8
+ 1 = 0

)
または k+3 < 0 または

(
k + 3 = 0 かつ − k

4
>= 1

)

すなわち，k = −2
√
2 または k < −3 である。

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

0 −9

8

√
15

4
−3

√
15

16
−3 <= k < −2

√
2 −2

√
2 −3

数Z問（2月7日実施分）

017



〔 III 〕
(1)

−→
OQ =

−→
OA+

−→
AQ = −→a + s(

−→
b −−→a ) = (1− s)−→a + s

−→
b · · ·（答）

−→
OR =

−→
OB+

−→
BR =

−→
b + t(−→c −

−→
b ) = (1− t)

−→
b + t−→c · · ·（答）

(2)
−→
PR =

−→
OR−

−→
OP = −1

3
−→a + (1− t)

−→
b + t−→c ，−→

PS =
−→
OS−

−→
OP = −1

3
−→a +

1

3
−→c ，

−→
PQ =

−→
OQ−

−→
OP =

(
2

3
− s

)
−→a + s

−→
b なので，−→

PR = p
−→
PS + q

−→
PQ のとき，

−1

3
−→a + (1− t)

−→
b + t−→c = p

(
−1

3
−→a +

1

3
−→c
)
+ q

{(
2

3
− s

)
−→a + s

−→
b

}

∴
{
−1

3
+

1

3
p−

(
2

3
− s

)
q

}
−→a + (1− t− sq)

−→
b +

(
t− 1

3
p

)
−→c =

−→
0

O，A，B，Cは同一平面上にないので，

−1

3
+

1

3
p−

(
2

3
− s

)
q = 1− t− sq = t− 1

3
p = 0

よって，

p = 3t , q =
1− t

s
· · ·（答）

であり，

−1

3
+

1

3
· 3t−

(
2

3
− s

)
1− t

s
= 0 ∴ s+ t = 1 · · ·（答）

(3) Hは△ABCの重心なので，AH =
2

3
× sin 60◦ =

1√
3
である。よって，

OH =

√
12 −

(
1√
3

)2

=

√
2

3
=

√
6

3
· · ·（答）

s+ t = 1 なので，△BQR は 1辺の長さが t = 1− s の正三角形である。よって，四面
体OQBRの体積は，

1

3
× 1

2
(1− s)2 sin 60◦ ×OH =

√
2

12
(1− s)2 · · ·（答）

数Z問（2月7日実施分）

〔 IV 〕
(1) log 1

a
(x+ 1) = − loga(x+ 1) なので，真数条件

x2 − 1 > 0 , x+ 1 > 0 , 15− 2x > 0 ∴ 1 < x <
15

2

の下で，

loga(x
2−1)+log 1

a
(x+1) > loga(15−2x) ⇐⇒ x2−1 < (15−2x)(x+1) ⇐⇒ −1 < x <

16

3

なので，不等式の解は 1 < x <
16

3
である。

(2) x → π

3
のとき 3x− π → 0 なので，a sinx+ b cosx → 0 が必要で，

a sin
π

3
+ b cos

π

3
= 0 ∴ b = −

√
3a

よって，

a sinx+ b cosx = a(sinx−
√
3 cosx) = 2a sin

(
x− π

3

)

であり，

1 = lim
x→π

3

a sinx+ b cosx

3x− π
=

2a

3
lim
x→π

3

sin
(
x− π

3

)
x− π

3

=
2a

3
∴ a =

3

2

また，b = −
√
3a より，b = −3

√
3

2
である。

(3) 分子の和は
p2∑
k=1

k −
p∑

k=1

kp =
1

2
p2(p2 + 1)− 1

2
p(p+ 1) · p =

1

2
p3(p− 1)

なので，求める和は
1
2p

3(p− 1)

p2
=

p(p− 1)

2
である。

(4) z =
1

2
(1 +

√
3i)z − 1

2
(1 +

√
3i) の解 α =

1−
√
3i

2
を用いて，漸化式は

zn+1 − α =
1 +

√
3i

2
(zn − α)

と変形できるので，

zn − α = (z1 − α) ·

(
1 +

√
3i

2

)n−1

∴ zn =
1−

√
3i

2
+

(
1 +

√
3i

2

)n

1 +
√
3i

2
は，絶対値が 1 ，偏角が π

3
の複素数なので，

(
1 +

√
3i

2

)2025

= −1 となる。

よって，z2025 =
1−

√
3i

2
− 1 = −1 +

√
3i

2
である。

数Z問（2月7日実施分）

(5) 1回目と 2回目の出た目の和が 6である事象を A ，1から 6までの目がそれぞれ 1回
ずつ出る事象を B とすれば，

P (A) =
5

62
, P (A ∩B) =

4× 4!

66

なので，求める確率は，

PA(B) =
P (A ∩B)

P (A)
=

4× 4!

66
× 62

5
=

2

135

解答
1⃝ 2⃝ 3⃝ 4⃝ 5⃝ 6⃝ 7⃝

1 < x <
16

3

3

2
−3

√
3

2

p(p− 1)

2

1−
√
3i

2
−1 +

√
3i

2

2

135

数Z問（2月7日実施分）
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